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序

昭和33年中に取扱った業務並びに調査研究の概要をまとめ,所報第 7号を発行する運びに至 りました。

所員各位の努力によるもので悦びにたえません。

業務においては一般検査の外大きな流行をみた日本脳炎の検査,増加の傾向にある赤痢耐性菌の検査 ,

早天渇水による水道水不足のため福岡市内の井水の検査,国家委記による陸水並びに食品の放射能調査 ,

遠賀川水質汚濁調査その他それらに関係のある研究など例年におとらぬ多忙を極めました。叉かねて欠員

であったポス トに新人が 3名加って活気に溢れてきたことは将来のため何より心強 く思っております。

このほか本期間中に特記すべき事柄が二つありました。一つは第 9回地方衛生研究所全国協議会総会の

開催であり,他は私共の衛研にとって深い関係をもつ県衛生部長の異動でありました。昨年 10月第 13回 日

本公衆衛生学会が福岡市で開催された際,第 9回地方衛生研究所全国協議会総会 もこの学会の一環として

開かれ当研究所がこれの世話役を務めました。

海をこえて九州では初めての催しでありました為われわれの任務は非常に重かったのでありますが遠来

の参会者に不自由をかけず,円滑に総会を運びたいと所員一同の大童の努力によつて無事大任を果し得ま

したことは何よりの悦びでありました 。御尽力を戴いた公衆衛生学会の各位並びに盛会裡に終 らせて下さ

った各位に感謝の意を捧げます。

次に前県衛生部長古野秀雄氏が大阪府に栄転され,新たに前川藤造氏が着任されたことであります。古野

前部長は過 ぐ
｀
る30年 4月 に着任されてからわれわれ研究所の発展のために非常な関心と援助をよせて戴き

ました。われわれは心から感謝申し上げ益々御盛運御発展を祈念致す次第であります。又去る 7月迎えた

前川新部長は嘗つて福岡県衛生部に在任されたこともあり,豊富な経綸と深い理解によるす く
゛
れた科学の

擁護者で着任以来日もなお浅いにかかはらず衛研の整備強化のため特に労せられております。衛研を守る

われわれの胸に無限の光明と希望を与え大いに活気づけられておりますことは所員一同の欣喜にたえない

ところでありまして深甚の敬意を表 しますと共に更に一段の御鞭撻をお願い申し上げる次第であります。

ここに所報第 7号の刊行に当りまして平素直接間接非常な支援協力を戴いている県当局,衛生部,各保

健所並びに関係各位に衷心感謝申し上げます。なお叉所員各位の労苦を謝し一層の奮起を希望致します。

福 岡 県 衛 生 研 究 所 長

真  子

昭 和 34年 3月 20日

憲   治
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Ｔ
■ 庶   務 課

庶務課長  原    義  正

A.機 構 と 定 員 現 員 表

本研究所の機構及び業務内容については昭和25年 2月 23日福岡県衛生研究所庶務規程が制定され,更に

昭和28年 4月 28日 その一部改正があり,現在の機構の概略は次の通りになつている。

所  長一

一庶  務  課一一庶 務 経 理 係

一細 菌 検 査 課一一細 菌 検 査 係

|一血 清 学 的検 査 係

一衛 生 生 物 課―|一食品細菌,獣 疫 係
|一
寄生虫,臨床検査係

一化 学 試 験 課

品,薬品試験係

質 化 学 試 験 係

境 衛 生 試 験 係

品 検 査 係

|―
食

|一水

|―環
|

|一製

1.職 員 配 置 表 (昭和静甲 2月 31日現在)

主   事 主 事 補 技 師 補 用 務 員技   師

所    長
庶  務  課
細 菌 検 査 課

衛 生 生 物 課

化 学 試 験 課

計

一
　

１

　

２

　

一
　

一
　

ぅ
。

一

一

８

２

５

バ

一　
　
ぅ。
　
　
一　
　
　
一　
　
　
一　
　
ぅ。

１

一

３

５

５

１４

一
　

っ

“
　

一
　

一
　

一
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2。 年 度 別 職 員 定 員 現 員 表

昭和33年度昭和32年度昭和29年度 昭和30年度 昭和31年度

2

13

4

13

15

15

3

14

15

事

師

補

補

員

事

師

務

　

計

主

技

主

技

用

事

師

事

師

主

技

主

技

級

級

級

級

三

二

三

二

人

雇

　

計

傭

37 38 37
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条  例

昭和 24年 10月 1日 福 岡 県 条例 第 76号

昭和27年 1月 12日条例第 9号, 4月 1日第29号

福岡県衛生研究所手数料条例 昭和 28年 4月 1日 第 31号,昭 和 29年 4月

1日 第 14号,昭 和 30年 11月 17日第 69号 ,

昭 和 33年 10月 1日 第 43号 改 正

福岡県衛生研究所手数料条例を次のように制定する。

第 1条 福岡県衛生研究所が行 う試験叉は検査をうけようとする者は,別記様式第 1号による依頼書に,
この条例で定める手数料を添へて,所長を経て知事に申請 しなければならない。

第 2条 手数料は次のとおりとする。
1.寄 生 虫 検 査

に)直  接  法    1件 につき
伸)集  卵  法    1件 につき
い 原 虫 集 卵 法    1件 につき
1の 2 糞便潜血反応検査
2。 殺虫,殺鼠,殺菌剤等の効力試験
3.培養基等の細菌検査資材性能試験
4。 化 学 的 試 験

に)医療品の薬用適否試験  1件につき
0 飲食物,飲食用器具着色料化粧品の衛生上適否試験  1件につき
い 酒類及び酢の定量分析  1件につき
0 パン,菓子,砂糖,密水,飴類の定量分析  1件につき
ば 醤油及び味囀類の定量分析 1件につき
い 肉類及び肉製品の定量分析 1件につき
(13 石 lil般類の定量分析 1件につき

い 温泉及び鉱泉の療養適否試験 1件につき
(り)温泉法施行規則に基 く温泉の定量分析 1件につき
い 放 射 能 試 験    1件 につき
0功 下水及び排水の試験  1件につき
④ 飲食物,嗜好品中の人工甘味料及び保存料並びに漂白料の定性分析 一成分につき
り 飲食物嗜好品中の人工甘味料及び保存料並びに漂白料の定量分析  一成分につき
0 食用油脂バター人造バター乳製品等の衛生上適否試験 1件につき
0 アルコール飲料中のメタノール試験 1件につき
り)水及び氷雪の飲料適否試験化学的試験 1件につき
(レ)四エチール鉛試験   1件 につき
0 水道水水質検査    1件 につき
5.水食品等の細菌学的検査 1件につき
6。 駆虫薬の効力試験

7.環 境衛生試験
(1)室内の温度条件に関する測定

に)気温,気圧,風速,輻射熱,照度 紫外線測定 各 1件につき
い)冷却率,感覚温度,湿度測定 各 1件につき
(2)騒 音 沢」 定    各 1件につき

B.改 正 さ れ た

20円

40円

50円

30円

2,000円

2,000円

500円

300円

500円

400円

600円

400円

400円

600円

5,000円

2,000円

600円

100円

200円

400円

200円

250円

400円

2,500円

250円

3,000円

30円

40円

50円



(3)換気量測定,換気回数測定各  1件につき
(4)じ ん あい測定

に)じんあい粒子の大きさじんあい粒子数測定  1件 につき
伸)じんあいの定性分析 一成分につき
(′  ヽ じんあいの定量分析 一成分につき
(5)空気中の一酸化炭素の測定  1件につき
(6)空気中の炭酸ガスの測定  1件 につき
(7)空気中の落下細菌検査   1件 につき
(8)被服材料の検査

“

)表面積,比重,含気量検査各 1件につき
伸)吸湿性,放温性検査   各 1件につき
い 含水量一水量検査    各 1件につき
0 保 温 性 検 査    各 1件につき
困 汚 染 性 検 査    各 1件につき
(9)前各号以外の試験検査   各 1件につき
9 培  養  基 (容器を返糸「ゝする場合には,次に掲げる,かっこ内の金額を返金する)
(1)普通培養基 (普通寒天, ブイヨン,ペ プ トン等)1個 につき (容器 1個につき10円 )
(2)BTB又 は遠藤氏培養基  1個につき (容器 1個につき10円 )
(3)肌 汁 培 養 基     1個 につさ (容器 1個につき10円 )
(4)特 殊 培 養 基

“

)淋 菌 そ の 他
伸)結  核  菌
10 容器滅菌手数料
1試 験 管 滅 菌
2 シヤーレー滅菌
11血 液 検 査
(イ)血 液 型 検 査
伸)血 色 素 検 査
い 血 球 計 算

0血 液 像 検 査
12細 菌培養検査

“

)一 般 検 査
伸)薬 剤耐性検査
13脳 脊髄液検査
14梅 毒 検 査
に)補体結合反応検査

0沈 降 反 :i5検査

15 フィルフエリックス反応検査 1件につき

16 ウイダール反応検査    1件 につき
17 妊振動物反応検査     1件 につき
18喀 痰顕微鏡検査     1件 につき
19 文  書  料 (検査成績書再交付,鑑定書,証明書交付)

警 撃  く『
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1,500円

100円

100円

200円

150円

200円

150円

100円

100円

実  費

円

円

円

５

　

５

　

０

100円

100円

100円

40円

10円

150円

300円

50円

160円

80円

40円

20円

30円

30円

200円

30円

50円

1個につ き

1個につ き

(容器 1個につき10円 )

(容器 1個につき20円 )

50円

1本につき

1本 につき

1件につき

1件につき

1件につき

1件につき

1件につき

1種目につき

1件につき

円

円

円

円

０

０

０

０

量

性

量

性

定

定

定

定

1件につき
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2 ガス類製造品,天然産物及び前項第 4号の物品の含有成分のうち, とくに一成分又は一成分以上を指
定して試験を依頼する者は定性分析にあつては,一成分につき 100円 亡量分析にあつては一成分につ

き200円 を徴収するc

3 前 2項に定める額によりがたいものは,実費を基準として知事が定める。
附    貝U
この条例は,昭和33年 10月 1日 か ら施行する。

C。 年 度 別 歳 入 歳 出 一 覧 表

1。 年 度 別 歳 入 覧

昭和29年度 昭和30年度 昭和31年度 昭和32年度 昭和33年度

衛生研究所手数料 10,961,100

540,000

2,437,400

13,301,900

490,000

1,658,800

13,058,300

265,000

2,282,286

8,968,578

196,790

6,263,929

6,268,905

235,680

8,806,600

入

費

収

県

雑

純

2.年 度 別 歳 出 覧 表

昭和29年度 昭和30年度 昭和31年度 昭和32年度 昭和33年度

費

給

料

当手

〓　
員

局
　
　
　
員

吏

給

職

県

衛 生 研 究 所 費 13,938,500

2,209,200

2,997,600

435,400

3,249,400

25,000

1,140,600

358,200

20,000

1036,200

696,700

88,300

115,500

216,400

1,000,000

350,000

12,133,100

2,136,000

2,952,000

230,900

2,316,200

24,500

1,089,800

149,000

16,000

990,000

740,000

76,700

105,500

182,000

415,400

370,000

10,407,886

3,691,719

3,003,162

3,713,005

5,197,700

235,30()

182,300

29,4()0

1,182,500

185,700

16,00()

1,141,5〔 )0

911,200

75,900

105,500

395,700

218,200

520,500

339,1()0

8,574,617

2,102,604

3,423,801)

3,048,213

6,854,680

269,28()

161,1()o

148,5()0

1,245,100

200,2()()

16,000

1,784,300

810,000

80,400

98,000

387,000

1,006,100

648,700

10,507,700

3,497,300

2,458,2()0

4,095,2()0

6,492,500

346,101)

176,700

191,300

1,291,6(〕0

215,900

13,000

1,196,500

809,800

88,400

12,000

373,080

1,225,00o

553,120

給

料

費

当

金

費

費

費

費

費

費

料

料

費

費

費

手

　

品

　

　

本

水

搬

　

　

　

料

員

　

　

　

　

　

料

料

製

　

運

数

繕

品

　

険

員

　

耗

　

　

刷

熱

信

　

　

　

材

吏

給

旅

職

賃

消

燃

食

印

光

通

手

修

備

原

保

|ヽ

|

|
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D.年 度 別 試 験 検 査 一 覧 表

昭和29年度  1 昭和30年度

検 査 1陽性叉 1検 査 1陽性叉
|は不適 |    |は不適

件 数 1件 数 1件 数 1件 数

検 査

件 数

陽性叉
は不適
件 数

検 査

件 数

昭和31年度

陽性叉
は不適
件 数

昭和32年度 昭和33年度

件
数 検 査

件 数

陽性叉
は不適
件 数

養

養

査食

培

培

ォ菌

便

液

核

糞

血

結

ス

査

査

フ

検

検

炎

チ

脳

虫

疹

本

生

発

日

寄

査

定

験

検
判
載

液

　

力

製

血

Ｚ

効

毒

液

剤

梅

血

薬

＞

査

学

検

α

品

査

製

検

物

品

加

食

添

験

験

試

試析

口綱　　・

‐
分

薬

泉

医

温

験

査

査

試

食

生
　
　
を

衛

毒

末

境

中

―

環

食

臨

査

定

検

判

疫

型

獣

菌

5,842

219

2,972

40

128

5

942

422

5,602

403

23

0

418

225

146

551

398

4,396

97

6

108

31

68

19

1,075

24,136

1,8

2

4,02

2

197

11

11

35

34

24

252

0

0

162

0

0

458

0

0

0

15

14

0

209

47

5

14

0

0

6

0

0

356

596

2,

10

2,

2,661

241

375

2

7

125

3,572

130

2,452

2

84

518

2,836

0

1,770

167

2

8

612

554

2

1,442

148

2,139

100

13

224

1

7

5

663

17,315

17

39

334

0

0

220

255

0

230

217

0

0

527

18

0

11

617

2,485

淋 菌 検 査

原 虫 検 査

2,

17,

21

41

消 毒 薬 効 力 試 験

水 質 検 査 (細 菌)

飲食品検査 (細 菌)

環境の細菌学的検査

水 質 検 査 (化 学)

111

4,1 2,

14,661 1,861

871

△
口 計 2,
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I細 菌 検 査 課

細菌検査課長  坂 本 さ つ き

A.検  査  業  務

昭和33年 1月 より12月 に至る 1カ年間の当課に於ける主な試験検査の実施件数は次表の通りである。即

ち糞便培養検査に於ては昭和30年以来検査件数の減少を示して居たが,本年度は梢々増加して居る。これ

は本年度は食品業者関係の依頼件数が増加した為である。結核菌検査関係については別項 に於て述べる

が,唯,治療方面との関係上薬剤耐性試験件数が特に増加し,例年の約 3倍の依頼件数を示して居る。其
の他の検査については,例年と大差は認められない。

昭 和 33年 細 菌 検 査 課 試 験 検 査 一 覧 表

検 査 種 目 総 検 査 件 数 陽 性 件 数

糞 便 培 養

血 液 検 査

結 核 菌 検 査

淋 菌 検 査

赤 痢 菌 属 検 査

サルモネラ菌属検査

小      計

胆 汁 培 養
ウィダール・ ワイルフ エ
リ ツ ク ス反 応 検 査
細  菌  培  養
小      計

だヽ

1,786

1,786

3,572

58

1,770

625

2,453

17

17

3

査

査

査

検こ

検

検

杉鏡

養

性

色染

培

耐

7

1曖非耐性 31~V件
を含む

174

334計

26

84

104

214

査

査

検

実

検

ォ

鏡

養

色染

培

′
―

句 計

薬 剤 効 力 試 験

脊 髄 液 検 査

殺 菌 消 毒 薬 検 査

小     計

染 色 鏡

培  養
ガヽ

検 検 査

検  査
計

菌    型    半」  定 663 617

計 6,918 1,007

1。 消 毒 薬 の 殺 菌 効 力 試 験

昭和33年 1月 ～12月 に行った消毒薬等の殺菌効力試験は8件で,脱脂洗剤 2件,ゾール剤 1件,其の他

アルコール製剤等で,例年同様,市内メーカからの依頼で,消毒剤の殺菌力向上の研究目的及び新製品の

試験研究を主目的とするものであつた。

2.赤 痢 菌 検 査

昭和33年 1月 ～12月 間に於ける当研究所の赤痢菌総検査件数は
1,786件,内 ,陽性件数17件 (0・ 9%)で ,

昨年より梢 増々加して居る。尚,県下各保健所に於て分離した赤痢菌
の菌型検査依頼件数は663件で,此の

一　
一　
一
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内,検査不能の46件を除いた残 り617件 と当所に於て分離 した17件について菌型検査を行つたが,ShofleX

2a,Shoflex.3a,Shosonnei,Sh.flex.4aの 順になつて居 り,其の他 Sh.flex.2b,Sh.flcx.3b,Var

X等 の各型が少数づつ分離されて居るcこ れを表示すれば次の如 くである。

昭 和 33年 赤 痢 菌 型

所 外 よ りの 菌 型
依 頼 菌 株 合    計   (%)研 究 所 分 離 菌 株

(0.6)

(71.9)

(3.4)

(10.4)

(1.4)

(2.6)

(0.3)

(1.5)

Sh。 ■ex. lb 一
　

３

５

５

　

一
　

一
　

一

ａ
　
・Ｄ
　
　
‐ａ

　

・Ｄ

　

ａ

　

ン
　

・
」

２

２

３

３

４

Ｃ

Ｘ

Ｂ

　

　

群

Vare

D

計

3

17 617

(7.7)

(100)

即ち例年同様 Sho flex.2aが最上位を占めて居るが, 昭和33年は特に大隈地区の Sh.flex.2aに よ

る集団発生があったため,他の菌型に比して Sh.flex.2aの 検出率が高 くなって居る。 尚, 例年漸増の

傾向にあった Sho flex.3aは昨年と同数で,又,往年首位を占めて居た She flex.2bは ,昨年報告し

た通 り更に減少の傾向を示して居る。

3。 結 核 菌 検 査

昭和33年 1月 か ら12月 に至る結核菌の検査件数及び陽性件数は一覧表に示す通 りであるが, これを月別

に梢々詳細に述べると次の如 くである。

a,顕 微 鏡 検 査
結核菌の顕微鏡検査には主としてチール・ネルゼン氏法を用い,一部チール 0ガベット氏法を以って染

色鏡検を行ったものであり,そ の成績を表 1に示した。

表 1結 核 菌 の 顕 微 鏡 検 査 成 績

Sonnei

陽

1号 2 号 3号

度 (ガ フ キ ー 号 数)

8号 号

性 陽 性

10号 計

月 別
4号 9

査
　
数

検

件 5 7号号 16号

1月

2 ク

3 ク

4 ″

5  ク

6  ク

7  ク

8 ク

9 ″

10 ク

11 ク

12 ク

計

(%)

13

4

6

7

5

2

6

2

1

58

(100)

3

(12.1)

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一
　

一

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

一

　

一

　

一

　

一
　

１

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一
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検査件数は58例で昭和32年 と比較すると約%に減っているが,陽性率は約12%で昭和32年の 6.6%よ り
高い検出率を示している。

一般に顕微鏡検査で依頼される検体は,鏡検でも陽性に出る可能性のある材料を持参するので,陽性率
も比較的高いものと思われる。

b・ 培 養 検 査
表 2は昭和33年中の結核菌の普通培養成績 (耐性試験依頼を除 く)一覧表であるが,薬剤に対する耐性試
験依頼と併せて検討すれば検査件数は 2,024件 であり, この内,結核菌の発育を認めたものは259例 (12.8
%)であった。
これを昭和32年 と比較すると検査件数は殆んど同じであるが,陽性率は著 しく高 くなっている。
一方,結核菌以外の抗酸性菌の検出は薬剤耐性試験依頼のものを合せると2,024件の内,11例 (0.5%)
であった。尚, これ等抗酸性菌の生物学的性状及び動物試験等については別途調査研究の項で述べる。

表 2結 核 菌 の 培 養 検 査 及 び 成 績

月 別 検 査 件 数

90

193

84

85

85

304

97

111

198

110

294

119

1,770

(100)

計冊‖十十

結 核 菌 以 外 の

抗 酸 性 菌

一
　

一
　

４

　

一
　

一
　

２

　

３

　

一
　

ぅ
ｏ

　

一
　

１２

　

・
７

月

″

″

″

″

ク

ク

ク

ク

″

ク

ク

ー

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

計

3

3

4

2

3

11

7

10

9

11

7

75

(4.2)

１

１

１

１

一

２

１

２

２

１

一

４

１６

・

９

1

2

1

1

4

1

1

11

(0。 6)

一

　

一

　

一

　

一

　

一
　

２

　

一
　

１

　

一

　

一

註:薬剤耐性試験依頼件数を除く。

C.結核菌の薬剤耐性試験
結核菌の薬剤耐性試験の検査件数は254件 (一薬剤について 1件 とする延件数では625件)で昭和32年の

3倍に増加している。

耐性試験の方法は結核予防法 によって規定された医療審議会 の審査規準に従って SM 10γ /cc, PAS

100γ /CC及び INH 10γ /ccを用いて耐性試験を実施 しているので, 表 3の成績はこれに基いて耐性度を

示したものである。

表 4は結核菌の耐性試験を行ったものゝ内,一種薬剤,二種薬剤及び三種薬剤に各々耐性を示す結核菌

の例数を示したものであるの

この表からも明らかなように163例の内,三種の薬剤に耐性を示すもの15例 (9.2%)が認められた。

また二種薬剤に耐性のものは 163例中 SM及 び PASに耐性のもの11例 (6.7%),PAS及 び INHに

耐性のもの 4例 (2.4%),INH及 び SMに耐性のもの14例 (8.5%)で あり,ま た, この内,一種薬剤

のみに耐性のものは, SMに 29例 (17.8%),PASに 3例 (1.8%)及 び INHに 6例 (3.7%)の数値を

示している。

一方,見方を変えて一種依頼,二種依頼及び三種依頼の薬剤耐性 試 験 を行った 254例 について検討し

て見ると,全般を通じてSMに耐性を示す結核菌が最 も多 く92例 (36.2%)であり,PASで は41例 (16.1

%)で最 も少 く, INHで は46例 (18.1%)であった。 しかし PASの耐性については 100γ /CCを用い

陽 性 度
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たものであるから耐性を示す結核菌が少いのは当然であって,10γ/CC含有培 地を用いて他の薬剤と比較

すれば,尚相当に耐性を示す結核菌が認められるものと考えられる。

表 3結 核 菌 の 耐 性 試 験 成 績

耐 性 試 験 結 果
S     L′I P A S

件  数 1耐  性

12

11

12

4

9

20

8

10

7

12

5

2

112

(44.1)

5

7

13

11

8

12

18

9

12

9

2

1

107

(42.1)

一
　

１

　

３ ３

(13。 0)

頼種  薬  斉」月

別
HN

一

９

一
　

２４

1月

2ク

3″

4ク

5ク

6″

7ク

8ク

9″

10ク

11ク

12ク

計
(%)

一　
一　
一

一

一

８

一

一

１

１

一

１

２

一

一

１３

一

２

外
菌
以
性
菌
酸
核
抗
結
の

月

　
別

1月

2ク

3ク

4ク

5″

6″

7″

8ク

9ク

10″

11ク

12″

計
(%)

１０

１０

３

３

７

１６

６

９

７

Ｈ

一

一
　

８２

15

16

14

12

13

23)K

17

18

14

19

1

1

163

註,耐性:二種又は三種薬剤の耐性試験があったものでも一種薬剤に耐性を示したものは耐性として示した。
※ :結核菌以外の抗酸性菌を検出したことを示す。

PAS ・ IN:H:
種  薬  斉」 依

S M ・ PAS
頼 三種薬剤依頼

SM・ PASOINHINH O S M

17 17

3ヽ (

11

1
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表 4  結核菌耐性試験依頼と薬剤耐性との関係

依頼条件

検査結果

検 査 件 数

三種薬剤耐性

計
S  I′I

24 17 17※ 254

15

S M・ PAS 11 14

PAS・ INH 4

INHOS M 14 17

46

P  A  S 8

I  N  H 10

性 2 3 0 16 33

性 64 107

※:この記号は耐性試験依頼の中から結核菌以外の抗酸性菌を検出した。

以上の結果から,各種薬剤に対 して,10～35%の薬剤耐性の結核菌を認めるようになったので,当所に

おいても結核菌の薬剤に対する耐性の推移を知るために現在定量的耐性検査を実施しているが,そ の内・

今までに行った分離株40例について簡単に述べる。

図 1 結核菌の培養日数と薬剤耐性との関係    図 1は SM,PAS及 び INHの 4週及び 6週で

″″″4週間の判定   ヒ
=■
6週間目の判定

判定した結果を各薬剤の濃度毎に百分率で示した

ものである。この図からも明らかなように SMで

は 10γ/CC以上に耐性を示すものが40例中, 4週

間の判定で70%で あるが, 6週の判定では82%で

あった。また 4週では Oγ /CCの ものを 1例 (2。 5

%)認 めたが 6週の判 定 では lγ /CCと なってい
,こ。

PASで も 10/γCC以上に耐性を示 すものが 4
週では35%で ぁったものが, 6週の判定では50%

と増加している。またこの場合 100″CCに耐性
のものは 4週では15%であり, 6週では20%でぁ

SM PAS INH

った。

INHについても同じように 10γ /CC以上に耐性を示すものが 4週では 21%あ るが, 6週の判定では
32%と 増加している。また各種薬剤に対する分離菌の態度は 10γ/CC以上の含有培地に発育するものを耐

性の基礎に置いて考察すると,培養期間の如何によっては SMでは70～80%,PASで は35～ 50%,INH
では 20～ 30%が認められ, 100γ /CC以上の耐性菌も各種薬剤の各々10%以上を認めることが出来た。 ま
た三種薬剤の凡てに対して耐性を示す結核菌も40例の内,3例を認めているが,現在までの実験では例数が

非常に少ないため結論的なことは申上げられない。

d。 結核菌培養基の作製交付

県下各保健所において使用する結核菌培養基及び耐性試験用培地は,例年と同じように当研究所で一括

作製交付している。その数量及び部外各施設に対して有料交付した各種培養基の数量を表 5に示した。こ

の交付数量の内,普通培養基は昭和32年と殆んど変らないが,耐性試験用培地の交付量 の増加が特に目

立つている。尚,結核実態調査に伴う検査は調査研究の項で述べる。

M

二
種
耐
性

一
種
耐
性

耐非

陰

百
分
率

一 種 依 頼

PAS INH

種 依 頼 三種依頼

INH
S卜I。
PAS
PAS・
I NH
INH
・ SM

13 9 11※ 163※

15
||

||

3

29

1

||

1
|

3

2 0

6 4 1

6 6 6 11

|

1
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表 5 結 核 培 養 基 交 付 数 量

通 S RI P  A  S I  N H

2,366 1,933

年
度

昭和

付父 数 12,870 2,712

399 432 418

計

19,881

4,317

12,877 2,245 1,739    1       1,603

和
　
２

昭
　
３

計

付

却

一父

士π

15,938

数

数 4,409

17,286

3,111

388

2,633

2,798

416

2,155

2,351

419

2,022

24,198

18,464

5,632

24,096計

B.研 究 事 項

1。 患者より分離した抗生物質高濃度に

耐性を示す赤痢菌に関する研究

第 2 1報   1寺に TransFOrmatiOn について

真子憲治 坂本さつき 武原雄平

緒    言
細菌の TranSfOrmatiOnに 関する最初の報告は1928年 Grinth l)に よって行 われた。即ち,彼はI型

茨膜形成肺炎球菌の加熱殺菌々体とⅢ型葵膜非形成肺炎球菌の生菌とをマウスの皮下に接種 してマウスに

病原性のあるⅢ型薬膜形成肺炎球菌を分離 している。

降って1944年 Mc Carty,Avery等 2)は Ⅱ型肺炎球菌のエキスを加えた培地に爽膜をもたないⅡ型肺炎

球菌を培養すると奏膜を有するI型肺炎球菌の出現することを見出したcそ の後, このエキス中に含まれ

る型質転換物質の性状を化学的に追求して,この物質がDNAの性質を持つものであることを明らかにし,
その遺伝的意義が注目されるようになった。

以来,Do pneumoniae,H o influenzae,Eo Coli等 について多数の報告がなされている。3)4)5)6)7)8)

9)10)11)

他方,赤痢菌については1947年,Weil等 12)が牛心臓抽出液培地に Sho ParadySenteriae(Flexner)を 培

養した培養濾液を用いて Sho ParadySenteriae相 互間に型質転換が行われたと報告している。

私共は,先に第一報13)で,各種抗生物質に高濃度耐性を示す赤痢菌を分離し, この菌の生物学的性状に

ついて報告したが,今回は標準菌及び分離 した赤痢菌を用いて耐性菌の DNA処置による耐性の変化と生
物学的性状の変化について実験を行ったので,そ の成績を報告する。

I。 実 験 方 法

1)使用菌株 ;抗生物質耐性菌としては悦 0株 (E株 ),征 O株 (Y株),兵 O株 (F株)を用い,感受
性菌としては当所で分離 した田0株 (T株 ),境株 (S株)及びEW-14株 (標準株)を用いた。尚,
これ等使用菌株の中から耐性菌 E株及び Maltoseを 分解する感受性菌 S株を選んでDNA抽出の実験
に供した。

2)型質転換因子の抽出法:Avery等 2)の DNA抽 出法に準じたが,私共の行った方法は図 1に示す
通 りである。この場合 SOdium deSOXyCh01ateは乾燥したものを用い,操作時間を極力短縮し,培養
後の操作が 3日以内で完了するように注意した。また,こ れ等の操作は凡て低温 (2～ 4° C)で行った。
3)型質転換因子の作用法 : 抽出した DNAを 肉汁ブイヨン中に約 2～ 5γ/ccと なるように添加し,
あらかじめ肉河寒天平板培地に37° C約 6時間培養した被検菌を上記の DNA加 肉汁ブイヨン培地に
移植して 37° C15時間培養後,第一報のように抗生物質に対する耐性並びに生 物学 的性状を検査し

売  却  数 1   3,068 1
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すこ。

Ⅱ。実 験 成 績

1).抗生物質に対する感受性

感 受 性 菌 EW-14,T及 び S株の DNA作 用 前 の抗生物質感受 性 値 は表 か らも明 らか な よ うに SM,

CM,OTC,CTCの 何 れ の薬剤 に対 して も感受 性 と認 め られ るが ,DNA作 用後 はEW-14,T及 び S

株 の何 れ も著 明 な耐性 の上 昇 を小 し,SM,CM及 びOTCに対 して は 500γ /cc,CTCに対 して は 100ケ /CC

まで菌の発育が認められ,DNA作 用に用いた原株と略々同等のli肘性度を示していた。 (表 1)

図 1赤 痢 菌 DNAの 抽 出 法

普通寒天斜面30° C, を生理食塩水に浮遊(約30g)

1夜放置

0.1ゝI Sodiurn

ChloroformPtrt
30ft

citrate

-20° Cに

溶解し

0.l RI :NaCl

alCOh01を 力日え
盪

る

及び10%Sodiunl desoxycholate5cc
を含む溶液に菌体を浮遊 (30分 )

↓

0.l�I 3 3回反復

Ethyl

, RNase

を加え

沈澄
↓

alcohol にて洗う

alcohol

粗 D N A

Cl

.       3 alcohol I[

赤  痢  菌
Sho flex, 3a, 耐性菌

DNA

Ethyl

みt
同

て洗う

を加える

。同時に透折
夜)
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表 l DNA作 用 菌 の 抗 生 物 質 耐 性 試 験

濃   度

(γノ∝)

3。 12

6.25

12.5

25。 0

0.39

0.78

1。 56

3.12

0.39

0.78

1。 56

3.12

0。 39

0。 78

1.56

3.12

0。 39

0.78

1.56

3.12

1(u/CC)

10(ク )

20(ク )

感 受 性 菌 対 照 濃   度 E株 DNA作 用

Ew-14 1 s I r

10(u/CC)

100 ( ク )

200 ( ク )

対  照
薬剤

γ E

十

十

十

土

十

十

＋

士

十
　
＋
　
土

　

一

＋
　
十

　
一
　

一

十

＋

十

＋

＋
　
＋

　

一
　

一

＋
　
十

　

一
　

一

＋

＋

十

一

＋
　
＋
　
＋

　

一

十
　
十
　
十

　

一

＋
　
キ
　
‐Ｔ
　

一

十
　
＋

　

一
　

一

十
　
圭

　

一

十
　
士

　

一

＋
　
圭

　

一

十
　
十

　

一

十
　
十

　

一

十

十

十

土

＋

＋

十

土

CM

OTC

CTC

TC

CS

CO

十
　
土

　

一
　

一

＋
　
十

　

一
　

一

十
　
十

　

一
　

一

＋

十

十

＋

＋

十

＋

士

十

十

＋

土

十

＋

＋

圭

十

＋

＋

＋

＋
　
＋

　

一
　

一

＋

十

十

一

十
　
十

　

一
　

一

‐
‐‐―
一

＋
　
＋
　
土

　

一

十
　
土

。
一

註:u/∝は l CC中の単位数を示す。

また,第一報ではクロロストレップ (CS),コ リスチン (CO),及びテトラサイクリン (TC)につ

いては耐性試験を行っていなかったので,今回, これ等の抗生物質に対する耐性試験を実施し,併せ

てDNA作用菌の上記抗生物質に対する耐性試験をも行った所, これ等の抗生物質に対しても原株と
殆んど同程度の耐性を獲得していることを知った。

尚,対照実験として感受性菌 S株より抽出した DNAを用ぃて EW‐ 14及 びT株に作用させ,作
用前後の感受性の変化の有無を観察したが, この場合には殆んど耐性の上昇は見られなかった。

(表 3)

2)生 物 学 的 性 状

DNA処置による EW■ 4,S及 びTの 3株 の生物学的性状は型質転換に用いた原株のそれと極め
て酷似した態度を示すようになる。即ち,イ ンドールの形成は EW-14株では強くなり,T株では陰
性から陽性に変るが, S株では作用の前後とも強陽性で変化はなかった。

E,W-14 S T

十
　
＋
　
上
工
　

一

＋
　
＋
　
‐Ｔ
　

一

十

＋

十

十

＋
　
＋
　
，Ｔ
　
十

十
　
十

　

一
　

一

＋
　
＋

　

一
　

一

＋
　
十

　

一
　

一

５０

００

５０

００

＋
　
十

　

一
　

一

＋
　
十

　

一
　

一

＋
　
十

　

一
　

一

十
　
士

　

一
　

一

十
　
‐〓
　

一
　

一

十 50

100

250

500

十
　
十
　
土

　

一

十
　
＋
　
上

　

一

＋
　
＋
　
土

　

一

0。 39

0。 78

1。 56

3.12

十
　
十

　

一
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表 2 DNA作 用 菌 の 生 物 学 的 性 状

E Ⅵ7-14

日U 一副 ・後培 地

対  照

E

一

一

一

一

十

一

一

一

＋

＋

＋

十

一

十十土

卜

動

ル

ト

ゼ

ン

ゼ

ト

ゼ

ゼ

ゼ

ト

ゼ

ゼ

ト

ゼ

ー

Ｍ

一
　

・

ツ

一

　

・

ツ

一

一

一

ツ

・

一

ツ

一

ンヽ

レ
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
ノ
　
ノ
　
　
　
　
　
ロ

流

ド

シ

　

　

ロ

チ

　

　

ニ

ト

　

ビ

ノ

ト

　

　

ク

　

　

カ

ビ

イ

　

　

ハ

Ｋ

Ｓ

イ

　

ン

ノ

ラ

　

シ

ル

ノ
ラ

フ

ン

ル

レ

ル

ム

サ

半

イ

イ

ガ

サ

キ

ズ

サ

ア

ラ

マ

マ

ト

ソ

ラ

一/A
一/A

+1

+1

+1

一/A
一/A

+1

+6

+1

+7

+1

+3

+1

一/A
一/A

+1

+5

+1

+5

+1

+1

+1

+1

―/A
一/A

+1

+5

+1

+3

+1

+1

+1

+1

一/A
一/A

+4

+1

一/A
―/A

十

+1

+5

+1

+1

+1

+1

一/A
一/A

+1

+7

+1

ギ 2

/

一
　

一　

十

　

一　

十
　

一
　

一

註  1.

2。

+1

+1

+3

カタの数字は分解までの日数

前はDNA作用前,後は作用後

表 3  感受性菌 S株の DNA作用菌の耐性及び生物学的性状

DNA作 用 DNA作 用菌 株

培 地 14 T 14

1)1対 照 (2)

14
T S T

14

+土

　

一
　

一

＋
　
士

　

一

十
　
士

　

一

＋
　
上
工
　

一

＋
　
＋

　

一

0.39

0。 78

1。 56

＋
　
＋
　
土

十
　
＋
　
土

0。 39

0。 78

1.56

＋
　
十
　
士

＋
　
＋
　
＋

K   I
S     II

サ イ トレー ト

半  流  動
イ ン ド ー ル

イ ノ シ ッ ト

ガ ラ ク トーゼ

サ  リ シ ン

キ シ ロ ー ゼ

ズ ル チ ッ ト

サ ッ カ ロ ー ゼ

アラ ビノ ー ゼ

ラ フィ ノ ー ゼ

マ ン ニ ッ ト

ソ ル ビ ッ ト

マ ル ト ー ゼ

十
　
＋
　
＋

＋

　

＋

＋

　

十

＋

　

十

＋
　
土

＋
　
士

+

+

＋
　
上
工
　

一

＋
　
上
工
　

一

十
　
二
一
　

一

十
　
十

　

一

＋
　
上
‥
　

一

十
　
十

　

一

＋
　
＋

　

一

0。 78

1。 56

薬

剤

対 照 (2)

T
γ

6.3

12.5

25。 0

一/A
一/A

_Ll

+1

―/A
一/A

十 1

+1

+1

+1

SM

CM

CTC

OTC

TC

CS

―/A

―/A ―/A 一/A
―/A 一/A

十

+1

0.39

0。 78

1。 56

0.39

0。 78

十
　
土

　

一

一　
　
一
　

＋

　

一
　

‐†
　

一　
　
一　
　
一　
　
一
　

‐Ｔ
　

一

一
　

一
　

十

　

一
　

十

　

一
　

一
　

一
　

一

十

+1

+1

+1

+2

+:

+1

+1

+1

+1

+1

+1

糖の分解試験については EW-14及 びT株は DNAの作用前はマルトーゼ非分解であったが,作

用後には3日 目にマルトーゼを分解している。

その他,サ ッカローゼは EW14株では作用後,陰性から陽性に変り, S及びTの 2株 も作用後に

T

後 後 日U

菌 株

十

対照(1)
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は糖分解までの時間が短縮されることを認めた。

一方,対照実験として行った感受性菌 S株の DNAを 用ぃて EW-14及 びT株を処理した後の生物
学的性状の変化は表に示すように,処理菌たるS株はインドール形成が陽性でマル トーゼも分解する

菌であるため,処理後の成績 もT株はインドールが陰性から陽性に変 り,叉 ,マ ル トーゼは EW-14

及びT株 とも陰性から陽性に変化することを認めた。

H・ 考   按
以上私共は感受性菌を耐性菌培養から抽出した DNAに よって処 理し,抗 生物質に対する感受性の変
化と生物学的性状の変化を観察したが,抗生物質に対する感受性は処理後,著 しく耐性 の増 加を示し,
DNA抽 出に用いた耐性菌の感受性と差異を認めない程度の感受性値を獲得することを認めることが出来
た。叉,生物学的性状についてもインドールの産生,マ ル トーゼ,サ ッカローゼ, トレハローゼ等の分解

能力等についても DNA処 理によって,DNAを 抽出した菌に酷似 した生物学的性状の獲得を観 察 する
ことが出来たっ

次に感受性菌 S株を用ぃて DNAを 抽出し, この DNAで 処理した場合には DNA抽 出菌の持つ生物
学的性状によって,処理菌の生物学的性状に変化が認められるが,,耐性の上昇は全 く見 られなかった。
従って感受性菌の耐性えの変化は耐性菌のもつ特異な DNAが 深い関聯をもつものと思われる。
唯,私共の実験において DNA抽 出の際,培養条件によって抽出せられる DNAの 量 が強 く左右され
るように思われた。即ち,28° C培養では10時間でDNAの抽出量が最 も多 く,30°C,4時間では発現を認め

ず, 6～ 8時間で,DNAの抽出が見 られ,特に 7時間の培養菌から得たDNAの量は最 も多 く,安 定した
菌の変異を惹起するようである。また,25° Cでは48時間培養菌からも DNAが 得 られた。
これ等の関係を菌の発育状態から観察すると,一般に細菌の発 育 には lag phaSeがあり, これを経た

後,10g phaSeに入 り菌量が急激に増加することが知 られているが,私共の抽出した DNAは , この 10g
phaSeの初期の菌から抽出したものにおいてTranSfOrmatiOnの発現が認められた。従ってTranSfOrmatiOn

の発現を惹起する DNAは 菌の発育の phaSeと 関聯するのではないかと思われる。
Ⅳ。結    論
1.各種抗生物質の耐性菌から抽出した DNAを 感受性菌に作用させると,処理菌は強 い耐性を獲得
し,DNA抽 出に用いた耐性菌のそれと同程度の耐性を示す。
2。 DNAを 作用させた感受性菌の生物学的性状は DNA処 理に用いた原株のそれと酷似した性状を示
して来る。

3.感受性菌から抽出した DNAを 他の感受性菌に作用させても,抗生物質に対する耐性の変化は認め
られないが,生物学的性状は,DNA抽 出に用いた菌株の性状と同様の態度を示して来る。
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2.福 岡 県 に お け る 結 核 実 態 調 査

坂本さつき・西見保之・武原雄平・武井守正

1                          土井敏男 (衛生部結核予防課 )

は じ め に

昭和32年厚生省は全国任意抽出地区に就いて結核の実態調査を行ったが更に33年 6月北は北海道から南

は鹿児島に至る 301地区,調査人員70,000,被調査世帯16,000に就いて一斉調査を行 うこととなり,本県

でもこの調査の一環として県内 6地区,八女市,大川市,三井郡山本村,田川郡金田町,鞍手郡鞍手町 ,

豊前市に就いて管轄保健所を通じて結核の実態調査を行ったのでその資料に基いて得た知見を報告する。

尚調査要領は昭和33年厚生省発行の結核実態調査必携に基 き結核実態調査世帯票及び個人票が用いられ

たが,われわれの報告は後者の個人票を基礎としたものである。叉本県の調査は昭和33年 5月 20日 から6

月14日 に亘って行われた。

(i)調 査 の 概 況
福岡県 6地区における今次調査の被検者調査総数は男,704,女 ,657名,計 1,361名で世帯数 310世帯
である。その地区別,年令別,性別の内訳は表 1に示す通 りである。

表 1 年 令 別,性 別,地 区 別 検 査 件 数

0～ 9

男 女 男  女

10～ 19 20～ 29 30～ 39 40^v49 60以上

男 女 男 女男  女 男  女

50～ 59

男  女

21 38    23

6150

金
田
町

男

計

女

17   115

232

11    13

24

12

34

9   10

19

9

24

山
本
村

4 11    13

24

9    3 4    7

11 26

58

131

八
女
市

鞍
手
町

24

31 17    22

39

40

16    12 11   19 17   20

28 30 37

14 10    7 12   16

28

152   161

313

149   137

286

64

45    38

83

60

52

豊
前
市

20    18

38

11     7 9   10

19

6    8 7     94 6

18 9 11

63    62

125

大
川
市

32    33 46    26

65 72

22    18

40

14

36

9 9    11

20

11     6

17

149   125

274

合

計

187   153

340

156   105

261

92    96 87

192

68    60

128

66    78 704   657

1,361

註:分母は総数,分子左は男,右は女を示す。

この内有所見者総数は男168例 ,女 169例 ,計337例で全例中の24.8%に 当る。

地区別の差異は金田町の232例中57例 ,24.6%,山本村の131例中52例 39.7%で 山本村が最高率を示し八女

市は313例中68例 ,21。 1%,鞍手町が286例中70例 24.5%,豊 前市が125例中 25例 ,20%で最低率を示 して

いる。叉大川市は274例 中65例 23.7%で何れも20%以下の地区はなく殊に山本村では40%に近い高率を示

した。

|

|

|
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男女,性別の差は各地区とも認められない。

年令的の差異に就いてみると年令層の増加と共に有所見者の発見率 も高 く50～ 59才 ,60才以上の各年令

層では有所見者数は被検者の半数以上2/3～3/4の高率となっている場合 もあるが 0～ 9才 ,10～ 19才の各

年令層では有所見者数の発見率は低 く,八女市,豊前市等全 く有所見者を見出し得ない所 もあった。
これ等の事実から老人における結核の臨床的な意義は勿論であるが感染源としての疫学的の意義 も叉ゆ

るがせに出きないものと思われる。

表 2 年 令 別,地 区 別,有 症 者 数

0～ 9 10^v19 20～ 29 30～ 39 40～49 50～ 59 60以上 計

1__(2.0ヽ
50   `  ′

_■ (65.0ヽ
20  `   ′

_■ (24.6)
232  `   /

__1__f63.6)
11 

｀
三生(39。 7ヽ
131 
 `   ′

_生

“

1.4ヽ
37  `   ′

_坐_(21.7)
313 
 `   ′

会 (71.4)

-fl-(s4.6) +(50。 0) 会 (20.0)

二■(50.0)|_キ争(60.0)24 
｀
      |  ∠u

10

17 舟 (23.7)

斗;_(57.9)

_1_(o)
38  
 `′ _ヱ _(11。 1)

18 
 `   ′

1 ´

_二_ヽ f
9 

1`1。 1)

牛

一９
〓
１

４

一‐４

一!?_(73.1)
26  `   /

(58.8)

暴 (24。 5)

０

一６

１

一３

_q_(9.8ヽ
61   `  ′

_主 (20。 8)
24  `   ′

|

_ユ

“
8.2)

34  `   ′ 嘉(編 )

_主 (66。 7)
12 
｀一

＞

１

一４
三 _(20.0)
10  `  /

___二 (37.5)
8｀   / 子(50.0)(2.5)

子 (30。 8)子 (21。 8) _と
“
2.1)

28  `   ′
理 _“3.3)
30  `   ′

＞

一４

＜

一６
_二 f10。 o)
60  `   

′

A' (10.0)
40\ / )(17.3)|+(20.0)1芸 (57.7)|_|:_(58.8)_1__(4.8)

83   `  ′

8 /111ヽ
―「ラ12-~、
■■・■ノ _二_(20.0)40  `   ′(7◆ 7)

65

計 # G.2) _生 (10.7ヽ261 
 `   ′ _■ (43.8ヽ

128 
 `   ′

56 /_

可b8~｀
υ _ユ (61.8ヽ

144｀
    ′ _三1(24.8)

1,361 
 `   ′

註:分子は有症者数

(ii)有所見者の病型

有所見者のレ線像を岡病型により分類 して集計すると表3の ように337例中10A型が最 も多 く110例 (32.6

図 1 地区別,年令別有症率 (対検査件数)   %),次
いで 8B,型 89例 (26.4%),10B型

40例 (11.9%)の 順であるが 10A型 ,10B型 ,

10C型の 3型の計は153例 (45.4%)の 多きに

達 しておることは注目される。叉 4A型 8例

(2.4%),4B型 8例 (2.4%)7型26例 (7。 7%)

等は各々新しい活動性の病巣として臨床的に

も疫学的にも主要な意味をもつものと思われ

るが,後に述べるように菌検索陽性例の成績
から見てもこれ等の病型の有症者に対する処

置と対策は今回の調査においても特に検討を

要するものと考えられる。

次に性別と病型との関係は男女間に有意の

差は認められない。

年令と病型との関係は 10A型 , 10B型 ,

9B型等は殆んど各年令層にあまね く見出さ
れることが注目される。叉 4A型,4B型 は
10才から49才迄の年令層に於て, 7型 は20才

蓋 (20.2)
59

192

′
″ 、 、 、

イ

｀
デ

ノ    ′
・

__イ

イ
ー
ー
く
―
ｌ
ｔ有

症
率

0～ 9

-→ 年令

10～ 19 20～ 39 40～ 49 50～ 59 60以 上

|
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以上から60才以上の高令に至るまで分布し,年令層の増加と共に却って増加するかの様に見 うけられる事

実 も結核死亡率の低下の反面老人性結核の問題の主要性を示唆するもののように感じられる。

表 3病 型 と 年 令 別

0～ 9 10^v19 20～ 29 30^v39 40～49 50～ 59 60～

2 3

(37。 5)

2

(25.0)

3

(18。 8)

2

(10。 0)

(25。 0)

計 %

4

4

6

6

7

8

8

9

9

10

10

10

10

Ａ

　

　

Ｂ

Ａ

　

　

Ｂ

1

(12。 5)

1

(12。 5)

2

(12。 5)

1

(5。 0)

4

(4.5)

10

(9.1)

9

(22。 5)

1

(12。 5)

1

(12.5)

1

(5。 0)

(3。 8)

11

(12。 3)

(25.0)

(37。 5)

(18.8) (25。 0)
4

3

(15。 0)

3

3

(12。 5)

(12。 5)

4

(25.0)

8

8

8

16

20

1

26

89

4

1

8

110

40

3

2

1

(2。 4)

(2.4)

(4.8)

(5.9)

(0。 3)

(7。 7)

(26.4)

(1。 2)

(0。 3)

(2.4)

(32.6)

(11.9)

(0。 9)

(0.6)

(0.3)

Bl

B2

A

B

A

B

C

A

(1.1)

(25.0)

6

(5.5)

(2.5)

(25。 0)

6

(23。 1)

14

(15.7)

2

(50.0)

1

(12.5)

18

(16.4)

4

(1000)

3

(11.5)

15

(16.8)

1

(25。 0)

20

(18.2)

6

(15.0)

1

(33。 3)

9

(34。 6)

12

(13。 4)

(40。 0)

7

(26.9)

32

(35。 9)

4

(50.0)

26

(23。 6)

4
(1000)

2

(66.7)

(12.5)

11

(1000)

9

(22。 5)

19

(17.3)

7

(17.5)

+1lB

l Bal

(50。 0) (50.0)

(�)有症者数から見た家族内感染。
今回の調査における有症者と家族内感染との関係を同一家族内における有症者発見率から窺って見た。

家族内罹患率は30%台のものが24.2%に達し,40%台 も15。 4%を占めているが50%以上の罹患率を示す場

合はさすがに可なり減少している。而しそれにも関らず100%の感染例 18。 5%の数値を得た事実は家族内

感染の重大さを今更のように痛感させる成績と思われる。

叉家族数が増加すれば有所見者数も大体これに伴って増加し,6人家族中 4例,7人家族中 5例,10人家

族中 7例に夫々有所見者を見出した場合もあるが,他方又 2人或は3人の少数家族中全員有所見者のある

ことも注意すべきであろう。

1

|

|
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表 4家 族 内 感 染 数

表 5

家族内感染率

1 人

一

　

一

　

一

　

一

　

一

　

一
　

１

　

一

　

一

　

一

128

4

14

9

7

12

11

7

3

1

1

17 4

ヽ

中___金 田町
三 二 二宍套需
。一 ‐‐‐鞍千町
……一¨豊前市
―――一 大川市

20～ 30～ 39 40-49 5o～ 59

図 3 BCC接 種 と 発 病 率

接種者群 非接種者群

築

6 計
家 族 内

罹 患 率
罹患頻度

一　

一

16世帯計

人 1～ 10%

11～20

21～ 3()

31～ I)

41～ 50

51～ 60

61～ 70

71～ 80

81～ 90

91～ 100

2.8%

24.6

11.4

24.2

11。 9

0.5

4.7

1.4

18.510以上

(iV)ツ 反 応 成 績

「ツ」反応陽性率は被検者1351例中陽性962例 (71.2%),陰 性389例 (28.8%)(疑 陽性を含む)である。

「 ツ」反応検査に於て注目される事実は陽性率の地区的の差が可なり顕著なことである。

即,金田町が最 も陽性率高 く82.4%,次いで八女市80.8%,豊前市74.4%,大川市67.8%,山 本村51。 1

%と なっており,山本村が最 も低い。この成績は陽性率の年令分布を見ても略々類似の状況が見 られ, 0

図 2 地区別,年令別による「ツ」反応陽性率   ～ 9才の年令層の陽性率 も山本村30。 0%,鞍手町
24.0%で特に低 く,金 田町 (52.8%)八 女 市 (
56.2%)豊 前市 (57.8%)等の各地区は高い。而

し各地区共に年令層の増加と共に陽性率は大体上

昇している。

ただ之等の年令層においても山本村では10～ 19

才及び60才以上の年令層に於て陽性率が陰性に下

廻る事実が認められ結核汚染の程度に同じ県内で

も地区によって自ら濃淡の差異があることが窺わ

―れる。      、 ′
(v)BCG接 種状況と感染発病状況
総検査件数 1361例中 BCG接種者数は,525例で
38.5%で あるがその内有症者は60例,11.4%に 当

る。

之を非接種者 836例中の有症発見率に比べると

後者の有症者277例 33。 1%の約 1/3に 当り BCG接

種者における有症者発見率は明らかに著るしく少

いことが注目される。

叉BCG接種からの期間を見ると接種後 1年以内
のもの177例中有症者数11例 ,6.2%,接種後 1年以

後のもの348例中有症者数49例 14。 1%と なり,1年

以内の有症者発見率は非接種者のそれに比べると

殆んど%に近い少数となる。叉 BCG接種の病型

′
才
ご

有

症

率

60以 上

―o年 令

5

1

一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一　
一
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について観察すると BCG非接種者の病型に比べ著るしい差異は認めがたいようであるが,非接種者にお
いて 7型が比較的多 く各病型中 8.6%を 占めているのに反し,接種者の場合は 7型は4%に 当り,前者の

約半数となっておる。而し調査した BCG接種者の数が少いので詳細な統計的な検討を加えることは困難
である。

(Vi)喀 痰 検 査 成 績

喀痰の検査はチール・ネルセン氏染色法,螢光法,小川培養の三者を併用して行った。

対象86例中陽性 15例で, この中培養陽性のもの13例 ,螢光法,培養両者に陽性のもの10例 ,叉チール `
ネルセン染色法及び螢光法両者の陽性 7例で残 り6例は三者とも陽性の成績を得た。

即,培養の陽性率は15.1%,普通鏡検法の陽性率は 8.1%で培養の陽性率がはるかに高い。然し螢光法

では陽性率は14%と なり,培養法には梢々劣るが普通鏡検法に比べると可なり高い検出率を示した。

表 5  陽性者の陽性区分,家族数,有所見者数,療養の有無,病型別

No.
TN。 法

城 ○ ム ○

玉 ○ 力 ○

木 ○ 正
永 ○ 乙
八 〇 キ ○

病型と排菌との関係は4A型 6例中 1例,7型 27

例中12例 ,8B型 3例中 1例で 7型の陽性率の高い

のは当然であろう。

又15例の陽性者中,療養者は 6例にすぎず他方

之等菌陽性者の家族から有所見者の発見率が高い

ことは表にも明 らかであって之等の成績から少 く

家 族 数 病 型 別

表 6検 査 別 成 績

陽性 陰性 | 計

喀  疾  検  査

培  養螢  光
見者数有所 療養の有無

○

○

ノ

実

子

ル

○

○

工

○

○

○

進

新

○

英

慶

。

○

○

○

○

森

松

中

志

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

１３

１４

１５

順

三

朝
　
　
　
秀

○

○

○

○

○

○

八

岩

渡

野

宇

丸

一

一

十

＋

＋

十

十

一

十

十

＋

十

＋

＋

十

一

一

＋

一

一

十

十

一

＋

＋

＋

＋

一

一

一

＋

＋

＋

十

＋

＝

＝

＋

＝

＝

＝

一

一

＋

十

十

一

＋

一

＋

＋

一

一
　

一

一

一

一

＋

十

一

B:

4Aal

チール・ネルゼン氏染色法

螢   光   法

培       養

7      8

12      3

13      2

15

とも斯様な排菌者の見出されるような環境はそこに濃厚な結核汚染のあることの可能性を強 く示唆するも

のと推定出きよう。

3。 福岡県下の流行赤痢菌株の耐性に関する観察

真子憲治・坂本さつき・西見保之・武原雄平・武丼守正・常磐寛

は じ め に

赤痢菌の抗生物質に対する耐性は,サ ルファ剤に対しては県内では既に昭和25年頃か ら認められたが ,

StreptOmyCin(以 下 SMと 略 ), Ch10rampheniCOl(以 下 CMと 略 ),OXytetraCyClin(以 下 OTCと 略 ),

Ch10rtetraCyClin(以 下CTCと 略)等に対する耐性は之より少しおくれてその上昇を見ている。

既ち図 1の ように,抗生物質に対する赤痢菌の年次別の感受性の変化は各薬剤の発育阻止濃度が年々次
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図 2 赤痢菌耐性の年次的変化
C  M

逹
ト

O T C

31

第に上昇しているのが認められ,昭和31年になって各種抗生物質

に対して高度の耐性を有する菌株の出現がみられたが,昭和33年

には各所から高度耐性菌株の分離をみるようになり漸 く各種抗生

物質に対する耐性菌の検出が一般化して来つつあるように思われ

る。殊にSM以外CM,OTCに ついては中等度の耐性菌が検出され

ず,従って耐性の飛躍的な上昇を暗示するような所見を呈 してい

ることは注意すべきであろう。

(i)・ 耐性菌の地区別分布

地区別の耐性菌出現については福岡県下約半数の地区において

私共の入手し得た少数例について観察した結果,図 2の ように昭

和33年 15地区627株中, 8地区では各薬剤 100γ /CC以上の耐性

を示す菌株は見出されなかったが,集団発生を見た大隈地区,朝

倉地区他 5地区においては各種抗生物質の何れかに100γ /∝以上

の耐性を示す菌株を検出しており,100γ /∝以下のもの 569株 に

対し,100γ /∝以上の耐性菌株は58株 となっている。即ち,半数

の地区に於て少数ではあるが耐性菌による感染を証明し得たわけ

であって, このことから県下全般に互って更に相当数の耐性菌に

よる感染例のあることが想像出来る。

(� )・ 耐性と菌型

昭和33年に観察 した627株の菌型は 2aが最 も多 く 514株,次

ぃで3a,69株 ,D.45株 ,2b,18株 でその他の菌型は何れも少

数検出されているにすぎない。

之等各菌型の耐性は 2a,2b,3a,D等の主なる流行菌型におい

て,CM,500γ /Cc～ 1,000γ /CCの 耐性を示す菌株を証明したが ,

検出数の少ぃ Var.Yにおいても2株の内 1株にCM,500γ /∝耐

性株を観察した。

叉 la,lb,3b,4a,6,Var.X等 の各菌型では 50γ /cc以上
の耐性を示す菌株は検出できなかった。 (図 3)

之を31年,32年の検査成績と比較すると両年度とも福岡地区で

3aのCM耐性菌を発見したにすぎなかったのが,33年度は各地区 ,

各菌型から耐性菌株を検出する様になった事実は注目される。

(� )。 耐性菌及び感受性菌による感染例の症状,経過排菌状況。

私共がはじめて各種抗生物質に対 して高度耐性菌を分離したの
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は,昭和31年でこの感染例は同一家族内感染及び, これにつづいておこった研究室内感染計 10例の感染で

ある。前者の同一家族内患者の発生は表 1の ように昭和31年 8月から赤痢と思われる患者の発生が家族内

にくり返しておこり,12月 に入って同家族の激烈な赤痢症状を呈する患者,悦 Oか ら分離した菌株3aが前

報に述べた様に高度の耐性を示すことが判明したもので,そ の後,同家族から患者 1名 ,保菌者 2名 を出
し,更に実験室内感染に及んだ。その症状は悦 0は極めて重症で発病 7日 目に死亡,続発した患者イ0は

約 2週間の後治癒,他の 3例は保菌者として症状を認めなかったが,実験室内感染 4例中の 3例は表 2の
ように長期に亘る全身症状と排菌とに悩まされている。叉昭和33年の耐性菌感染例である甘本市,ひばり
ガ丘の患者の場合 もこれを感受性菌感染例である大隈炭坑の患者の症状と比較すると便の症状,発熱,排菌

日数等長期に亘るものが梢々多いようにみえる。耐性菌感染例の症状と経過については諸家の見解は必ず

しも一致せず,私共の症例 も少数であって結論的な事は云えないが,少 く共高度耐性菌感染の場合は全身
症状,排菌等が長 くつづいた事実を目撃したことを附け加えたい。
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図 2 耐 性 菌 地 域 別 分 布 状 況
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表 1

(そ の 一 )

悦

○

昭和31年末分離耐性菌の発現状況

(そ の 二 )

(1)8/8

(5)1/12

(6)6/12

〔7/12+〕 1

抗 生 物 質 状 況
い

○
〔5/12+

兵
　
○

悦

　
○

8/8
2.Og

(4) 24/11
|~~f
lカロ |

|〇 |

9月

10月

11月

1兵 |｀

|_2_|

(3)23/11

〔17/12+〕

14/1 十〕 (2)6/11

〔14/12+〕

( )内の数字は発病順

〔 〕は菌分離月日

表 2症 状 持 続 日 数

(そ  の  ・― )
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註 大   隈………感受性菌による集団発生
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(そ の二 ) 実 験 室 内 感 染

持続日
3   日

席 状

5   日 10  日 15  日 20  日 30  日
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一

　

一

　

一
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腹

痛
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振

数

倦

不

日

身

思

菌

頭

全

食

排

(� )。 薬剤耐性の型について

以上のように私共が県内で分離 した赤痢菌株の各種抗生物質に対する耐性の相互関係について観察する

と図 4の ように 2つに大別することが出来る。

(I)SM,CM,OTC,CTCの 四者に耐性の もの

(Ⅱ )SM,CMに は感性で OTC及 び CTCに耐性を示す もの

更に(1)に属するものの中には (a)SM,CM,OTCの 三者の耐性が特に強い もの,(b)SM,OTC二 者
の耐性が特に強い もの,(C),OTC,CTC二者の耐性が特に強い もの,以上 3つの型に分れる。
そして私共の検査した22株の内(I)が 16株 ,(Ⅱ )が 6株で,(1),(a),7株 ,(b)8株 ,(C)1株 となっている。

図 4分 離 菌 に 於 け る 薬 剤 耐 性 の 型
(I)                              (I)
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(V)生体内での耐性獲得について

私共のはじめて検出した高度耐性菌株 (3a,昭和31年分離)は表 1(そ の二)の ように検出前の同年 8

月か ら11月迄の 4カ 月間に CMの 間歌的投与が行われているが, この間,菌検索が実施されていないた
め耐性発現の時期は不明である。而し当時福岡市内には全 く耐性菌が見出されていない状況からこの程度

の期間があれば強度耐性を獲得出きるであろうと云 う推定は下し得る様にみえた。

その後昭和33年の流行において 3例の患者について発病時及び治療後,夫々の分離菌の感性の著るしい

図 5 入退院時における赤痢菌耐性の変化
変化の事実を証明することが出きた。即ち,図 5の

ように,耐性の上昇までの期間 の間 は第 1例は16

日,第 2例は10日 ,第 3例は11日 でこの間 CMの使
用量は何れも2.Ogで,少 量 のCM使用後何れも比
較的短時日の間に各種抗生物質に対する耐性が急速

に出現した事実が観察された。

尚生体内での耐性出現の様相は, これを試験管内

実験と比較すると梢々趣を異にするようである。即

ち,後者の成績は各種抗生物質単独処理により出現

する耐性は夫々の抗生物質個々に対して特異的に発
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生する傾向が強いようにみえる。 1唯 この場合 も CM処 理後は TC系に対する耐性 も同時に多少増強され
るような所見が見 られる。

(Vi)耐性赤痢菌の耐性減弱について

私共は昭和31年 12月 に分離した CM高 度耐性菌株,E及 びF株について分離 後 約 3カ 月を経た32年 2

月からブイヨン培地を用いて継培を行い,約 9カ月,100代の培養を重ねて観察したが,F株において僅
かに SM及 び CMに 対する耐性の減弱は見 られたけれども,両株 とも感受性菌えの復」り尋は認められなか
った。図6),又普通寒天培地に月 1回 , 1年間継培を行った後昭和32年 12月 凍結乾燥した両菌株について

8カ 月後耐性試験を行った結果,CMが 1500γ /cc→500γ /ccに減弱が認められた他は殆んど不変であ
った。更に 1回凍結乾燥を繰返して行ったものについて10カ月後に行った耐性試験では凍結乾燥 1代株に

比し OTCが僅に減弱をみた他全 く減弱は認められなかった。

図 6 耐 性 菌 復 帰 試 験
(そ  の  1) (そ  の  2)

0 rD{rrUtr

I /ta>E{\tgErooftotl
言主 o初 代分離11     1凍 結乾燥 f呆 存2代 株

Z凍結乾燥保存 1代機 目 動物盤代通過拡

次にこの 2代 日のE及びF株を用いてマウスの継代接種を行いE株 23代 ,F株 15代について SM,CM
に対する感性の変化を観察したが,著明な減弱は見 られなかった。

尚昭和33年 8月 甘本市ひばリケ丘孤児収容所に21例の赤痢患者の集団発生があったが,その後 3カ月を経

て再び同年 11月 6日 及び 8日 にそれぞれ 1例の赤痢患者の発生を見た。この 2回に互る赤痢発生の際の菌

検索において検出された赤痢菌は何れも 2aであって,11月 の発生は同所内に潜在した保菌者が感染源と

も考えられるが,前回分離の赤痢菌株と SM,CMに 対する耐性は殆んど同程度で変化を認めることが出
来なかった。

以上の事実から一度獲得された耐性の消失又は著明な減弱は生体内又は生体外 で お こる可能性はある

が,細菌の発育増殖に関聯する条件に或る程度左右されるのではないかと思われる。尚今後の検討を必要

とするものと思 う。

(�)耐 性 菌 の 菌 力
耐性菌,感受性菌の中から夫れ夫れ 4株宛を選び各菌株について,0.lmg,0.5mg,1.Omgの 菌量を生

理的食塩水0.5∝に浮灘させ,マ ウス 2匹宛を用いて腹腔内に接種 し菌力試験を行ったが 0.lmgでマウス

の斃死を見たものは耐性菌では 1株,感受注菌では 2株で,0.5mg以 上では殆んどの菌株が24時間でこれ

を斃し両者間に大した差異は認められなかった。

4.福 岡県 に於けるヂフテ リアの疫学的調査 (第 1報 )

真子憲治・坂本さつき 。高橋克己・野田英世

西見保之 0武原 雄 平 常盤 寛・武丼守正

1.緒   言
福岡県に於けるヂフテリア流行は,年次別発生傾向としては,略々全国的傾向に一致 しているが,発生

率に於いては,全国平均値を遥に上廻 り,デ フテリアの発生が多い県と推定される。即ち表 1の様に,傾

向としては終戦前後に於けるデフテリアの狸額は,そ の後の数年間で急速 に衰 退 し,昭和27年を最低と
し,全国平均罹患率 (人口10万比)9.8,本県 15。 8を記録したが,そ の後は再び近来の高記録になり,現在 も
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依然として此の増加傾向は大きい下降線を指向していない。従って,デフテリアは法定伝染病中では,赤
痢に次 く
゛
普遍的な伝染病で,此の予防対策は閑却する事の出来ない最 も重要な疾患の一であり,大 きな関

心が寄せ られている。然るに本県では,未だ広範なデフテリアの疫学的,細菌学 的調 査 は行はれて居 ら
ず,最近報告されている他府県に於ける此の種調査の成績に比べ,本県のそれが如何なる実状にあるかを

把握する事は,デ フテリア予防対策上意義なしとされないので,私共は,昭和33年春以降県下各地で此の

調査を行い,一応疫学的事項について所見を得たので,以下此の成績について述べる。

表 i ヂ フ テ リ ア 発 生 状 況

全区

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

県岡福

年次別

昭 和 20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

罹患率 死者数 1死亡率 致命率 患 者 数

118。

65。

36.

20.

17.

15.

12.

9.

11.

11.

17.

20。

16.

1,903

1,

致命率

85,

49,

28,

16,

14,

12,

10,

8,

9,

10,

15,

18,

15,

7

3,825

91

9.1 3,

3,

1,5

139.

115.

27.

27.

25.

19.

15.

21.

22.

34.

40.

28.

328

198

134

11.9

6。 8

4。 2

1。 8

2.4

1.8

1.1

0.6

1.1

1.3

1.51

1.51

1.31

8.6

5。 9

7.6

6。 4

8。 8

7。 2

5。 9

3。 7

5.2

5。 7

4。 4

3。 8

4。 5

3

鋼

事

”

”

引

7。

12.

11.

11.

9.

8.

7.

8.

7.

5。

5。

1,77

905

621

381

2

8

1,152

2.調 査 対 象
デフテリア疫学に於いて,小学校児童の占める比重はその年令構成上重要な意義がある。従って私共の

調査 も,調査対象としての重点を此処に指向し,一方,地域的年令的特異性をも観察する目的を以って,

県下 4地区 (筑後,福岡,豊前)の一定地域の部落,街町単位に含まれる全年齢層住民をも調査対象とし

,こっ

先づ.小学校は,福岡県教育庁の斡旋により,従来比較的ヂフテリア患者の発生 率 が高 い小学校とし

て,次の 2校が選定された。調査時期は昭和33年 12月 である。
1)福 岡市当に小学校,福岡市中心部に存在し, 純都市型小学校, 生徒数約 1,600名 中857名調査。
2)粕 屋郡志免町第 1小学校,農家及び炭坑関係勤労者混合の福岡県炭坑地帯に於いては,最 も普通
見 られる型の町の小学校で,全学年生徒約2,500名中各学年に亘る911名 を調査。

尚昭和33年 10月 中旬ヂフテリア集団発生があった筑紫郡春日町小学校をデフテリア多発校として調査対

象に加え488名を調査 した。

市町村の部落,街町単位調査対象としては次を行った。

l 八女市鵜ノ池部落,全住民,  280名
2 三井郡山本村西泉部落,全住民 254名
3 豊前市岩谷部落        122名
4 福岡市鳥飼町及び警固町  計 466名
以上で小学校単位対象2,256名 と市町村部落街町単位対象の1,122名 総計3,378名である。

3.調 査 方 法

1) デフテリア保菌者検索

被検者の咽頭扁桃腺部を滅菌綿棒を以って擦過して得た材料を直に荒川培地に塗抹分離培養 し,引続き

型の如 く培養学的形態学的検査を行 う事によリデフテリア菌を同定した。此の細菌学的事項の詳細につい

患 者 数 罹患率 1死者数 死亡率

国
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ては,次報に譲る。
2)シ ッ ク 反 応

国立予防衛生研究所より分与された標準シック反応液を使用 し,被検者の左前膊内側皮内に O.lml宛 シ

ック液を注射 し, 4目 後判定を行い,発赤縦横経の平均10mm以上を陽性とした。
4.成     績
1)保   菌  率
a・ 小学校学童の保菌率

表 2に示す様に,総検査件数2,256名 より,41株のデフテリア菌が分離され,保菌率 1.81%であった。

然 し,41株中15株はデフテリア集団発生直後の春日町小学校で分離されたもので,本校の保菌率は3.04%

で異常に高 く,正常な状態に於ける保菌率とは云い難いが志免小学校は1.64%,当仁小学校は1.28%で此

の両校の保菌率は,調査当時特にデフテリアの流行を窺はせる徴候は認められなかったので,初冬期に於

ける小学校のデフテリア保菌率を示すものと解 して良いであろう。性別には,女子の方が保菌率2.20%で

男子の1.28%よ り梢々高い様である。学年別では 3年の2.97%が最大で,最低は 5年の O。 9%であるが ,

概 して高学年層に低 く,低学年層に高い傾向が窺はれる。学級別では最高10%で,明 らかに,学級別集積

性が認められるc次に保菌者の学年別構成をみると,やはり3年が全保菌者の24。 3%を 占めて最 も高 く,

次は,2, 4年の19.5%,更 に 1, 5, 6年の順で,前述の学年別保菌率と一致 している。

表 2  校別・性別・学年別・ヂフテリア菌保菌率
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b.地区別 (市町村,部落街の単位)保菌率
表3の様に,総平均保菌率は0.62%で,小学校の保菌率に比べると,約%であり,叉地区的には,最高
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福岡市鳥飼町の1.46%か ら最低豊前市の 0%までであるが,之を年令別に観察すると,表 4の様に 6～ 9

才の1.18%が最高で,次は 0～ 5才の1.06%か ら,60才以上の1.04,51～ 60才の 1。 01%と なって,幼若年

層と高齢層に保菌率の高い分布が見 られる。

表 3  県下 5地区に於けるヂフテリア菌保菌率

0。 36

0。 77

0

1。 46

0.38

0。 62

４

２

５

１

４

８

137

133

64

92

114

540

区

区地

地

泉西

女

郡

八

三

福 岡 市 警 |ヨ 地 区

計

豊 前 市 岩 谷 地 区

福 岡 市 鳥 飼 地 区

表 4  福岡県下 5地区に於けるヂフテリア菌保菌者の年令別保菌率

1検 査 件 数 陽 性 件 数 陽   性   率

0

6

11

16

21

31

41

51

60

才５

１０

１５

２０
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０
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”　
”　
”
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計
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169
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91

148

158

131

99

96

1,122

1。 06%
1.18

0.74

0

0.68

0

0

1。 01

1.04

0。 62

2) シック反応調査
シック反応の陰性率をみると,表 5, 6,図 1の様に調査対象 3校で各々その成績に特異性が指摘され

る。即ち,デフテリアの集団発生があり,全校生にデフテリア予防接種を徹底した春日小学校では,各学

年に殆ど均一且高度のシック陰性率が見られたが,他の 2校 (志免,当仁両校)では,之に比べると,陰

性率は可成り低 く,学年別の傾向としては,低学年層に低く,高学年になるに従って陰性率は上昇してい

る。尤も此の傾向は,当仁校の方が志免校よりは水準として高位に在り,特に低学年と高学年で此の水準

の差は著明である。次にシック反応の発赤径別頻度を観ると,図 2の様に,発赤径Oを除けば 1～ 5mmの

位置と20～ 22mmの位置をピークとする二峯型が観察される。 叉シック陽性率を, シック反応発赤径別構
成で観察すると,図 3の様に上述の陰性率の学年別分布に逆比例し,陰性率の低い学年程発赤径の大なる

陽性者が多い傾向が窺はれ,両者は逆相関にあると云えよう。

3)保 菌者のシック反応
此の調査により検出された保菌者中,小学校児童についてはシック反応を実施したので,その成績を観

ると,表 7の様に30名中26名 (86.6%)は シック陰性者で,残 りの4名 (13.3%)が シック陽性者であつ

た。此の 4名中  ゝ3名は発赤径20mm以下の弱陽性者で, 1名のみが強陽性に属している。校別では,春

日校は13名の保菌者は全員シック陰性であり,当仁校は8名中 7名 (87.5%)が シック陰性,更に,志免

校は9名中 6名 (66.6%)が シック陰性で,以上の如く保菌者のシック陰性率が,対象校全員のシック陰

性率に比例しているのは,興味ある現象である。

区    分 検 査 件 数

男 女検 査 地 区
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表5の 1 当 仁 小 学 校
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表5の 2 志 免 小 学 校
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ク 反 応 陰 性 率
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表5の 3 春   日   小   学   校

検人 1 性
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表 6 校 別 学 年 別 シ ッ ク 反 応 陰 性 率

福岡市当仁小学校
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4)春 日校に於けるデフテリア患者と保菌者の発生関係
春日校は,既述の様に,デフテリア患者の集団発生があり,そ の流行は約 1カ 月に亘 り続いたが,私共
の保菌者検索で検出された保菌者と,その所属学級に於けるデフテリア患者乃至患者家族との関係を観察
すると表 8の様に, 3年 2組は12名患者の発生があったが,保菌者 も最大の 5名でその他の組に於ても,
保菌者は略々患者の発生と密切な関係にある事が窺はれるっ
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シ ク 反 応 陰 性 率
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表 7 保 菌 者 の シ ッ ク 反 応
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表 8 春 日 校 に 於 け る 組 別 患 者 保 菌 者 数
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%

図 1 校別学年別シック反応陰性率

___当 仁小学校
‐‐̈ ‐春日小学校

―‐―・志免小学校
菫……■全国平均 (五十日

'

図 2 シック反応発赤径別百分率
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5)考    察

ヂフテリアの保菌者は,そ の伝播流行に最 も大きい役割 りを担 うものであり,叉所謂不 顕性 感 染とし

て,一般の人々の免疫にも重大な関係を持って居る。従って保菌率に関しては,多 くの報告があり,そ の

成績 も可成 り区々であるが,予想以上に保菌者が多い事は何れの報告 も認めて居る処である。即ち比較的

最近のものとして,岡田等の報告では高常在性流行地で 1。 43%,低常在性流行地で0.98%と 云い,武田等
は,集団発生時の保菌率として7.2%,北見は,同 じく流行地の保菌率として5.6%を報告している。

是等の保菌率は,何れもデフテリア流行の根源としての保菌者の重要性を示唆するものであるが,私共

の今回の調査でも,春 日校の如 く,集団発生時に於ける保菌率3。 04%は ,発生のピーク経過後約 3週間の

調査成績であり, 此の間に各種防疫措置が行はれた後のデータである事を考えれば, 決して低い保菌率

とは云い難 く, 斯る集団発生当時に於いてデフテリア菌は広範な伝播汚染を来す事を示唆し, 防疫措置
に保菌者検査を必ず加えねばならぬ事を痛感させるものである。志免,当仁両校の保菌率平均は1。 4%で

あるが,両者の地理的,環境的特異性に影響なく,当仁校1.28%,志免校 1。 64%の略 々同程度の保菌率

は,是等両校と同一条件にある大部分の小学校の保菌率を示すものとして考慮されねばならぬ。次に県下

四地区に於ける一般住民の保菌率であるが,此の場合,比較的環境による保菌率 の差 が窺はれる様であ

る。即ち,人口欄密な都市乃至市街は高く,僻遠地は低い傾向が見られ,対人間接触頻度の差が,デフテ

リア菌の伝播に相関するものと考えられる。保菌率と年令層との関係は,小学校に於ける調査と一般住民

の調査を綜合しても, 6～ 10才 , 0～ 5才間が高 く1峰を作り, 次ぃで 51～ 60, 60以上で第 2峰 が あ

り,此の間,21～ 30の壮年層に第 3峰が認められ,北見の報告に略々一致するが,小学校のみの保菌率は,

必ずしも岡田等の述べている様に,年令の長ずるに従い保菌率の高 くなる傾向があると一概には云えない

様である。因に志免,当仁の両校に於いては,本保菌者調査後間もなく,各々一名宛ヂフテリア患者の発

生があり,隔離収容された事を附記する。

次にシツク反応調査成績であるが, 春目校のケースは本調査の約 1～ 2ケ月前に亘り, デフテリアの

集団発生があり,防疫措置として,予防接種を既に徹底して全校生徒に実施していた後の成績である為 ,

他の 2校と同一条件で比較されないが, 全学年に亘る略々均一の高度のシツク反応陰性率は, デフテリ

アトキソイド接種の頗る有効な事を裏書きするものであろう。 志免, 当仁両校の学年別陰性率曲線は,

傾向としては,同一であるが,そ の陰性水準に於いて当仁校が優位を示すのは,両校児童の生活還境の相

違を表現するものと解され,当仁校が,街中心部に位置し,人家租密な集団生活地に存在するのに比べ,

志免校は,略々半農業,半鉱業の比較的閑寂な環境にある為,両校児童のデフテリアに対する自然免疫獲

得の量的質的差異及び,都市と農村の人工接種普及度の差に由来するものと考えられる。 1年生児童が 2

年生に比べ,陰性率が高 く,逆に 2年生児童が全学年を通じて最も陰性率が低い事は,全国実態調査でも

指摘されている事であるが,之はデフテリアトキソイド接種の効果持続期間が比較的短い事を示唆するも

のであろう。

叉当仁校 6年生児童が極めて高い陰性率を示しているのは,本調査 2カ月前,卒業前の所謂第 3期予防

接種を実施して居り,此の影響が表れたものであろう。

シック反応の発赤径別頻度は,発赤径0は別として,1～5mmに 1つの峰があり,更に20～22mm前後

に第 2の峰が表れているが,之 も全国実態調査報告や,北見,有賀の報告と一致している。

以上を要するに,本県ヂフテリアの疫学的実態は,保菌率に於いても, シック反応成績に於いても,全

国実態調査又は,最近の幾多の他地方に於ける此の種調査報告に比
べ,決 して良好な状態にあるとは云い

難 く,本県のデフテリア患者発生率が,全国平均を上廻るのも,決 して故なしとしない。
デフテリア発生

を抑制する最良の予防手段は, 云う迄もなく,デフテリアトキソイドの予防接種に尽きるが, 今後此
の

予防接種を益々普及徹底せしめる事が唯一の且最上の手段であろう。叉
ヂフテリア患者発生時に於ける,

防疫措置として,従来ヂフテリア保菌者調査は赤痢等の腸内細菌検査に比
べると閑却され,殆 ど実施され

ていないのが実状であり,此の際路は主として,デフテリア菌培養検索の技術的難点に依るものであった
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が,此の解決を計る事 も急務であるが,同時にヂフテリア菌検索の防疫に於ける意義をも,当事者は認識

する必要があると考える。

む  す  び
私共は,福岡県に於けるデフテリアの疫学的実態を把握する目的を以って,本 県 小 学 校児童を中心と

し,県下 4地区の市町村部落街町単位住民につき,保菌者検索及び一部シック反応を実施し,次の所見を

得た。

1.保  菌  率
a)小  学  校
ヂフテリア集団発生のあった春目町小学校で平均3.04%,学年別最高10%の保菌率を得,他の 2校で

は,都市小学校で1.28%,半農半鉱小学校 1。 64%の保菌率を得た。
b) 一 般 住 民
県下 4地区の市町村,部落街町単位全住民では,最高1.46%,平均0.62%の保菌率を得たЭ
2.シ ッ ク 反 応

小学校別シック反応陰性率は,春 日町小学校92。 7%,都市小学校で71.6%,半 農半鉱小学校で52.7%で

概ね,低学年に低 く,高学年になるに従い陰性率は上昇している。シック反応発赤径は 1～5mmに第 1峰

があり,20～ 22mm前後に第 2峰がある。学年別陰性度は第 2学年が最低である。
保菌者の86.6%は シック反応陰性者である。

保菌率と患者の発生率とは,一定集団内では平行関係にある。

主 要 文 献

1)五 十嵐:日本公衆衛生雑誌.
2)ゴヒ 見:日本公衆衛生雑誌 .
3)ゴヒ 見:日本公衆衛生雑誌.
4) 岡 田:日本公衆衛生雑誌。
5)武  田:日本公衆衛生雑誌.

3, 6, 12

5,11,536

5,10,486

5,10,475

5, 6,285

(昭31)

(昭 33)

(昭33)

(昭33)

(昭 33)
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Ⅲ 化 学 試 験 課

化学試験課長心得 大  田   寿

A.検 査 業 務

昭和33年 1カ年間の当課に於ける試験検査の実施件数は,次表の通 りであるが,以下主な項目について

説明する。

昭和33年化学試験課試験検査一覧
1.食 品 試 験
総件数 148:件で,そ の内訳については下表の通 り

である。その中収去によるもの16件,イ固人依頼によ

るもの 135件である。収去試験では,かまばこ中の

ほう酸塩類使用の有無と食品中の有害色素使用の有

無とを行ったがほう酸塩類は依然として殆どが検出

される状態である。依頼試験では清凍飲料水例外容

器承認のための試験34件 とはっ酵乳又は乳酸菌飲料

の成分定量31件 とが,そ の主なもので,そ の他は食

食 品 試 験

薬 品 試 験

製 品 検 査

水質検査 (化学 )

温 泉 分 析 試 験

環 境 衛 生 試 験

計

148

100

2,139

1,442

13

224

4,066

品添加物の規格試験,飲食物の熱量試験等である。例外容器試験は,すべてポリエテレン製のジュース容

器で,二三に銅の検出されるもの,袋の耐熱性が無いものが散見された。銅の検出については中毒問題を

起 し得る恐れがあるので,今後県下清涼飲料水と併せて綜合的検討を加えて行 く方針で居る。尚はっ酵乳

又は乳酸菌飲料中の無脂乳固形分の含量 (%)を別表に列記して置いた。

食  品  試  験  一  覧  表

試 験 件 数 収 去 試 験 依 頼 試 験

不 良 件 数 試 験 件 数 不 良 件 数

一
　

一
　

１

　

一
　

９

　

一
　

１０

物

量

物

他

定

害

の

の

の

計

品

物

物

食

食

食

飲

飲

そ

一
　

一
　

１

　

一
　

７

　

一
　

８

3

13

16

種 目 別

清 凍 飲 料 水 の 例 外 容 器

醸 酵 乳 又 は 乳 酸 菌 飲 料

添   加

成 分

有

酸酵乳又は乳醸菌飲料の無脂乳固形分量 (%)

試 験 件 数

15。 42

7.39

5.64

13。 00

7。 19

4.96

12.83

7。 05

4。 94

12.15

6。 97

3。 61

11。 00

6。 60

3.31

9。 90

6.54

3.12

9.80

6.32

2.93

9.64

6.09

2.84

9。 19

5。 95

1.73

9。 11

5.83

7。 81

5。 81

2.薬 品 試 験
33年中に行った試験の総件数は100件で,収 去によるもの87件 ,一般依頼によるもの22件である。収去

によるもののうち一斉収去試験によるものは55件で,そ の内訳は次表のとおりである。

その他の収去による試験のうち主なものは,脱脂綿,ガーゼ, クレゾール石鹸液等の局方適否試験,殺

虫剤中の砒素試験等である。

一般依頼によるもののうち主なものは,次亜塩素酸ソーダ液,サ ントニン製剤等の定量試験,清缶剤 ,

農薬 (殺虫剤),明バン中の砒素試験である。
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斉 収 去 試 験 覧 表

不  適件  数名 不 適 理 由

乾燥減量 1

遊離酸,消化力,灰分1消化力1,灰分5

定量(1)1 定量(1),(2)2

日本 薬 局方 含 糖 ペ プ シ ン
ク  ジ ァ ス タ ー ゼ
ク   タ ンニ ン酸 アル ブ ミン

国民医薬品集 1塩化ベンザルコニウム製剤
ク   :塩化ベンゼ トニ ウ ム製剤
″  次 亜 塩 素 酸 ソ ー ダ液

フアンデーションクリーム

30製 品 検 査
昨年度合成甘味料合成着色料について申請 1試料の重量が引き上げられた為,特に甘味料に於いて申請

件数は大巾に減少した。しかし申請重量はこの数年来余り変化はない。つまり砂糖が相当出廻って来たに

拘らず,合成甘味料の消費量は己に固定していると言える。叉本年度になって,チ クロヘキシールスルフ

アミン酸ソーダと溶性サッカリン或はズルチンの混合製剤が増加の傾向にある。味の点からも今後益々増

加するであろう。 尚合成甘味料1384件の内大牟田地区1172件 (85%)福岡地区195件 (14%)に達する。
硫酸カルシウムは八幡地区かん水は福岡地区のみからの申請である。尚かん水については,当初粉末液体

のみに限ると言う厚生省の指示から後では固塊も一応認められる様になった事等多少混乱した事もあった

が,現在は液体及び粉末が大部分をしめる様になったc叉現在の所炭酸ソーダ,炭酸カリウムの単剤又は

混合製剤よりなり他の薬品は使用されていない。

製品検査全体を通じて不合格品は見出されなかった。

製 品 検 査 覧  表

昭  和  32 年
月
甘味料 着色料 かん水

|

計膨脹剤
ンヽ

カ

ム 甘味料 着色料

昭  和  33 年

タ
ル
|かん水|

計

一

２

一

８

一

３

２

４

１

３１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

Ｈ

ｌ２

計

242

299

196

211

333

278

441

121

104

106

84

92

2,507

一
　

２５

　

３ ７

一

一

一

一

一

一

一

一

一

４９

４８

９９

９６

12(1)

252

302

199

217

338

284

450

121

106

169(1)

236

217

2,892

15

31

148

185

255

199

177

202

180

140

147

125

206

2,139

42一
　

２ １

4.水 質 試 験
(i)飲 料水の水質検査
飲料水の検査件数は759件で, その内,不適件数は527件で総件数の69.4%である。 月別検査件数は表
1,不適内容は表 2の とおりである。

1
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表 1 水 質 検 査 覧  表

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
| |

10月 11月

12

6

50.0

29

211

72.4

23

15

65。 2

22

16

72.7 71 67 72

31

70。

15

7

46.7

12月 計

759

527

69。 4

数

数

率キ
Ｊ

件

件

ジ百

験

適

適

試

不

不

飲 料 水 不 適 内 容 一 覧 表表 2

1月 月 月月 計

70

82

87

7

8

12

7

15

25

50

12

6

8

40

98

527

　̈̈
に　”̈“̈̈
嚇̈　ぃのぃの̈
』　蜘め̈
¨

融　師”の̈轟̈封枷旱̈め“』“』』中の中轟』帥め

ＮＨ３
　
れ

ＮＨ８
鶴
Щ
潅
Ю
瀧
ＮＨ３
０４消
ＮＨ３
嘉
ＮＨ８
踵
ＮＨ８
踵

喝

れ
〔
ＮＨ３
・劇

蠅

ＮＨ‥
嘉

3 2[

41

2

他そ の 5

1621 31

(� )上 水道水質試験
水道法 (昭和32年)第四条の規定に基 く「水質基準に関する省令」は,昭和33年 7月 16日 に公布,施行
され,当課 (細菌試験は衛生々物課担当)に於ても同年 10月 1日 より,本省令による検査方法により水質
試験を開始している。同年 12月末迄の検査件数及び不適件数の内容は次表の通 りである。

表 3    上 水 道 水 質 検 査 不 適 理 由 別 一 覧 表

5月 6月 7月 8月 10月 11月9月
| | |

12月

残

留

塩

素

　

不

足

1

1

2

3 4

亜

硝

酸

性

Ｎ
司
寺
実
」

ア
ン
モ
ニ
ア
性
Ｎ
Ｆ
梓
ｔ
Ｌ

酸
カ
過
マ

消
費
量
過

ンリ
ガウ
ンム

大

腸
　
菌

　

陽

性

一
般

細

菌

数

多

数

弗

　

　

素

　

過
　
量

磋

　

　

酸

　

過
　
量

硫
酸
イ
オ
ン
　
　
過
　
量

硬

　

　

度

　

過
　
量

マ
ン
ガ

ン

　

過

量

過
　
量

過
　
量

鉄 PII 沈

　

　

澱

　

あ
　
り

濁

　

　

度

　

過
　
量

蒸
発
残
留
物
　
　
過
　
量

32水

水

原

給

計 2 3 3 4

15

13

13

1
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表 4 上 水 道 水 質 検 査 覧 表

総検査件数 1化学試験件数 1不適件数(%) 細菌試験件数 不適件数(%)

2   (40)

0 (0)
原水 |

給水 |

18

9

18

9

4 (22)

3   (33)

3   (60)

3 (75)

(�)そ の他の水質試験
総件数656件でその内訳は表 5の とおりである。定量分析で件数の多いものから二,三上げると,鉄60件
塩素イオン48件 ,硬度39件,硫酸イオン38件,蒸発残留物32件 ,過マンガン酸カリ消費量26件,磋酸26件等で
ある。四エテル鉛試験については,本年度に於ても8月 中旬に大川市に於て埋没四エチル鉛による中毒が
発生 したが,汚染源に於ては,濁水中より 707ppm,泥 土中より 541ppm(ぃ ずれも Pbと して)を検出した
が附近住家の井水 (25件)中には検出されず,広範囲の汚染は免れた。その他の件数としては,31年及び
32年に発生 した時に検出された井水の再検査を依頼されたもので,福岡市で 3件 (痕跡)検出されたのみ
で他はいずれも検出されなかった。尚飲料水中の四エチル鉛の定量法については迅速,正確な改良法を検
討中である。

表 5 そ の 他 の 水 質 試 験 覧 表

計

201

390

56

3

5

5・ 環 境 衛 生 試 験
1)遠 賀川水系水質試験
建設省からの委託により昭和32年 10月 から調査を行っているが,水系の12ヵ所 (上流部 3カ所,中流部
7カ所,下流部 2カ所)について32年 10月から33年 3月 までの間に 3回 ,33年 7月 からは毎月 1回採水して
調査を行っている。又県河川課か らも調査依頼があったので,上記の場所以外の地点 9カ所か ら採水して
調査を行っている。之は33年 9月 から毎月行っている。34年度 も引続き行 う予定である。32年度分の調査
成績は後述の研究事項に記載する。

ii)陸水及び食品の放射能試験
1) 科学技術庁委託業務として,昭和32年 10月以降放射能調査を実施している^表 1に掲げた資料は
昭和32年度分 (自 昭和32年 10月 ～至33年 3月末)の集録である。
2)調 査範囲及び調査対象
陸水においては上水 (蛇口,原水), 井水,河川水,下水について月 1回市内の選定個所より採水し
測定を行った。

食品においては農産物11種,水産物10種 ,畜産物 2種について福岡県を主体とし九州各県に亘って調
査を実施した。

3)演 」 定 結 果
調査結果は表 2に示すとおりである。
陸水,食品共,全般的に特異な測定値は認められていないが,農産物中では波稜草だけが平均してや
や高い値を示している。

・

註  沢」 定  器   神戸工業株式会社   SA-5A型
マイカ窓の厚さ              1.89mg/cm2

神戸工業製 (ス テンレススティール)
約 1lm

科    研    製    Sr90 D-25 U308No.33

区 分

|    |
| ^ | っ

|  ∠  1  0
1  1

4

性

量

鉛

ン

水

ル

オ

チ
　
チ

エ
　
ラ

定

定

四

パ

下

皿

離

料

日
ト

キ
島

‥
」
ｉ
　
”甲
ル
　
一〓
ロ

滲

定

較

試

測

比

6 7 10 11 12

化学 ,細覆
線合試齢件
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陸 水 の 放 射 能 調 査 成 績 (cPm/L)

上  水 (蛇口)
ク (原水)
井     水
下  水 (濾液)
ク (沈澱)
り|1     水

33-- 3

0± 1。 2

7。 OIL l.3

1.8± 1.2

3.4-Ll.2

2.5± 1。 2

1。 9± 1.2

第2表-3 畜 産 物 の 放 射 能 調 査 成 績

|

32 -- 10 32 -―- 11 32 -―- 11 32 r‐ 12 33-- 1 33‐―- 2

-0.2■ 1.2

0.4=Ll。 2

0.6± 1。 2

1.7± 1。 2

0。 2=Ll。 2

1.7± 1。 2

3。 1± 1.2

1.0± 1.2

3.8.Ll.2

1.9± 1.2

0。 9=Ll.2

2.7EL l・ 2

-0。 9± 1.2

0± 1.2

1.1± 1.2

0。 6EL l.2

0。 4=Ll.2

4。 6=Ll。 2

-0.6± 1.2

-0.5± 1.2

4.8=Ll。 2

2.8± 1。 2

1。 8=Ll。 2

0。 4=Ll.2

0。 1± 1.2

0.2± 1.2

0.5± 1.2

2.1± 1.2

1.5圭 1.2

-0.9± 1.2

0。 1± 1。 2

2.1± 1.2

1.9± 1.1

1。 1± 1。 2

0.61L l。 2

0.9± 1。 2

種   類

牛   肉 13.0圭 1.6

牛   乳 1.3± 1.3

3 回

6。 5上 1。 7 7.2± 1.9

備   考

ヒ レ

12.6± 1.6 3。 0± 1。 6
1

2

3 ク
ロース
ロース

乾物10g当 は牛
乳100CC当 とする

農 産 物 の 放 射 能 調 査 成 績

t  率   (除  K
2 回

4.1± 2.2

3.7± 3.7 -1.8± 1.4
|

-1.4± 1。 1 -0.1± 1.6 -1。 3± 2。 1

1   回 2     回 3   回
種   類

玄    麦

備 考

薯

芳

薯

根

草

子

藍

柑

米

　

米

鈴

　

　

　

稜

馬

午

甘

大

渡

茄

甘

蜜
　
自
　
　
玄

7.2± 1.5

28.5± 2.1

8.1± 1.4

-1.7± 1.6

6.1圭 1.7

8.8」.1.7

4.5=L2.0

1。 2± 1.3

0.9圭 1.3

3.5± 1。 5

5。 4=Ll.6

11。 3± 1.7

5。 9± 1.2

39。 3=L2.8

19。 1± 3.3

-2。 9± 2.7

30.7± 8.6

1.8圭 0.3

5。 0圭 2.2

5。 1± 5.5

0.4.LO。 5

10。 7」
=4。
4

2。 2」
=0。
6

13.6± 2.0

9。 7=Ll.4

5.8圭 1.8

17.5圭 1.8

9.81L l.9

4.3 1L l.8

4.4圭 1.8

0。 9± 1.3

0。 1=Ll.4

5.6± 1。 6

14.0± 1.8

37.1=L6.1

7.0上 2。 2

68.3」=7.0
2.0± 0.4

6.0.L2.5

3.5± 1.4

0.5」=0.3

0.2圭 2.9

2.2± 0。 6

23。 8=L3.1

2.5圭 1。 5

5.9二Ll.9

11.6EL lo 8

5.1=L9.1

16.7圭 1.5

25.2圭 1.7

-0.3± 1。 5

5。 1圭 1.6

8.2± 1.8

2.8± 2.1

8.3」二2.7

42.9=L6。 7

1.0± 0。 4

15。 0圭 1.4

2.5± 0.2

-0.6± 3.0

3.6=Ll。 1

9.8」 =2.2

N22号
37号
生 宝

上

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

同

晩

礫
・

竹
州九

並
玉
紅

3

N

茶

1 回

I又角
し500mg当
cprn

乾物 10g当
cprn

灰分500mg当
cprn

乾物 10g当
cprn

乾物 10g当灰分 500mg当 |

cpn■    | cprn

試  か

乾物10g当分500mg当 |

cpnl   l cprn
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水 産 物 の 放 射

肉
種 類

2.1± 1.3

-1。 2圭 1.2

3。 2± 1.5

-1。 0± 1.3

1。 9=Ll.4

-4。 1± 1。 3

-1.1± 1.4

2.3=Ll。 3

-0.6± 1.2

�)その他の環境衛生試験

上記以外の環境衛生試験としては下記の 4件があった。

鯉

″

ク

鮒

″

　

ク

″

鮪

ク

″

鯖

鰯

″

″

鯵

ク

０
ハげ
　
″

　

ク

自

は

あ

魚

1.8.Ll.3

-0.1圭 1.3

0。 5三Ll.6

4.2± 1.5

7.7圭 1.4

-4。 8三Ll。 5

0。 6=Ll.3

0.3± 1.4

0。 OIL l.4

3.6」.1.3

5。 8圭 1.3

6.2圭 1.5

全   生   体 骨  又  は  殻

3.4=Ll.3

2.4± 1。 2

2.9.Ll.3

17.1± 6.5

9.41L4.7

11.3± 5。 1

10。 0± 6.0

--4。 8=L4.8

5。 8± 2:7

-1。 5± 2。 0

4。 8± 3.0

0.1=Ll.2

0。 1± 1。 2

0.8=L9.8

7.5」
=9。
0

3.3± 7。 8
-3.1圭 4。 1

0。 5± 1。 2

-0。 9± 1.2

-11。 5± 3。 6

-2。 3=L3。 1

5。 1± 2.9

-1。 5± 3.1

2。 0± 1.2

0.1± 1.5

-2.0± 1.2

-2.2± 1.2

1.8± 1.2

11.8圭 7.1

0.5± 7.4

-39.8三 L23.3

-42.5圭 23.2

34.2上 22.8

測定種目 測 定 箇 所 目

ガ   ス 市 内 井 戸

騒  音 日本専売公社

炭酸ガスの測
定

作業場の騒音
測定

的 試 験 成 績 状 況 又 は そ の 後 の 措 置

4.42% 井戸替の作業中気分が悪いという作業
員の要求のため

作業場の環境調査のため
ン

ン
一

一

ホ

ホ

高
低
最
最

クロロピクリ |
ンガスの測定

|

Ｍ

Ｍ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ
高
低
最
最

クガ  ス

ガ   ス 全販連福岡支店 換気量測定

葉タバコの殺虫剤の作業に及ぼす影響
をみるため

フアンの能力を試験する目的及び環境
調査

室内炭酸ガス
換 気 回 数

0。 05%
3。 71/hr

6.温 泉 分 折

本年実施した温泉分析は,中分析 9件,小分析 4件であり,中分析について地域別に見ると,二 日市温
泉 5件,原鶴温泉 2件,吉井温泉 1件,林田温泉 1件である。
原鶴,吉井,林田の各温泉は可なり遠隔の地なるにもかかわらず公用車の便誼を得たので現地試験,並
びに試料水の採取が順調に運んだのは幸であつた。各泉源を概観すると,二 日市温泉の 5泉源は何れも放
射能泉に属 し,原鶴吉井各温泉は何れも単純温泉に属 し,林田温泉はラドン含量が辛 うじて療養泉の基準
に達 して放射能泉に属する結果となつている。温度は原鶴,吉井温泉に於て可なり高 く,400C以上を示 し

灰分500mg当
cprn

乾彬

"Og当cprrl
灰孜い00n■ g当
cprn
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能 調 査 成 績

備
肉

考

4.5=L3.2

-0。 3± 3.9

0。 5± 1。 6

4.2=Ll。 5

7.7± 1。 4

-7.2± 2。 3

0。 4± 0。 9

0.3=Ll。 5

0.0=L2。 6

14。 0=L5。 0

13。 0=L2。 9

14。 3」.3。 5

7。 0± 1。 4

2.5± 1.7

-0。 6=Ll.4

-0。 3± 1.2

0。 8圭 1。 2

1。 1± 1.4

7。 0± 1。 4

2。 3± 1。 5

-0。 4± 0。 8

-0。 9=L3。 7

2.3± 3。 5

1.2圭 1。 5

-0.7± 1.4

-0。 5± 1。 3

-0。 6± 0。 3

2。 8± 1.2

0.2=Ll。 4

-0.2」
=0。
4

--0。 4=LO。 9

-1.7圭 3.6

8。 1」=3e5
0。 3三Ll。 8

1回目

2 ″

3  ″

1回目

2 ク

1回目
ク

ク

回 目

″

ク

回目

回目
ク

″

回目
″

回目

回 目

ているに反して二日市温泉は比較的低 く260C～ 440Cに亘り且つ可なり大きなばらつきを示 している。林

田泉のみは冷泉であつて前二者と泉温の点に於ては著 しく異なつた値を示 している。

水素イオン濃度は,三温泉の各源泉共 pH.8。 3～ 8.6に亘 り且つちらばりが小さい。

其の他二日市温泉と原鶴,吉井温泉に於ける著 しい相違を示す点は,ラ ドン含量であろう。二日市温泉

に於ては,概ね10マ ツヘ以上を示 して放射能泉に属 しているに反して,原鶴,吉井温泉に於ては 1マ ツヘ

前後を示すに過ぎない。溶存各成分の概括的総量を示す蒸発残留物は,原鶴,吉井両温泉に於 てや や 多

く,二 日市,林田温泉が比較的少ない。

尚鉱水 l kg中に含有する各成分及びその量の詳細については別表に示す通りであるが, 二日市, 原鶴

両温泉についてはアルカリ土類金属の代表的元素である Caと アルカリ金属の Naと の関係について ,

既に分析ずみのものをも加えてその相関関係を見ると或る程度の相関が認められるようであり, しかも逆

相関の関係になつているのは面白い点である。但しこの点については他日更に多くの分析例について検討

を加えたいと思つている。

本年行った温泉分析については中分析 9件,小分析 4件であったその成績は次表の通りである。

率  (除 K

内 臓皮

乾物10g灰分500mg当
cprn

|

cprn
灰分500mg当 1 乾物 10g当
cpm     l     CPIn
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B.研 究 事 項

1.銅 の比色法 による還元糖の定量 について
中 村 華 男

フェーリング試液を用いての還元糖の定量はあらゆる方面の化学分析に古 くか ら最 も広 く用いられてい

る定量法であって,その原理はかわらないにしても操作の複雑さの為に,極めて多 くの方法が考案されて
いる。それ等の方法には一長一短があり, どれがす く

゛
れているか即断出来ないが,現在最 も広 く用いられ

ているのは Bertrand法 と Lane― Eynon法及び生化学方面で よ く用 い られ る SOmOgi法がある。亦
Lane― Eynon法を改良 した逆滴定法 もす く゛れた方法である事が報告されている。 Bertrand法 は定量可
能濃度範囲が広 く,且反応の終点が明瞭であると言 う利点があるが非常に操作が繁雑であり 。其の途中目

が離せないと言 う欠点がある。Lane― Eynon法は牛乳の乳糖定量法としてしばしば用いられるが,操作は

比較的簡単であるが定量可能範囲が狭 く,且多量の検液を要し,反応終点が不明瞭であり,叉検液が着色

している場合は不可能である。

そこで鋼の比色による還元糖の定量法を検討して見た。この方法によれば操作は Bertrand法に比較す

れば簡単であり,ブ ドウ糖 0.2mg/∝～1.2mg/∝ の範囲内で検液 10CCで定量出来る。叉検液が着色して

いて・も妨害しない。

I原   理
フェーリング試液と還元糖により酸化第 1銅が定量的に沈澱する。この沈澱を分離 し硝酸に溶解すると

硝酸第 2銅になる。之をアンモニアアルカリ性とすると銅一アンモニア錯塩の 620～640mμ 附近に極大吸

収を有する美麗な青色を呈する。之を比色       (Fig I)加 熱時間によるCu量の変化
定量するわけである。之は銅の定量法とし

て極めて古い方法であるが,2)鋭敏でない

ので現在余 り利用されていないが,食品 ,

薬品中の糖等比較的糖量の多い検体の定量

にはかえって都合がいい。即ち各種の還元

糖の標準溶液にフェーリング試液を加え第

1銅を沈澱させ,銅アンモニア錯塩とし検
量線を作成 し,それより糖が定量出来る。

Ⅱ 定量操作上の要点

l0r3 rr $rc

Lrc tos

l0 nf ri l0cc

④ 使用するフェーリング液は一定のもの
を使用する必要がある。此の場合はSOXlet

試薬を用いた。

O 加熱時間並びに方法は定量の結果に重
大な影響をもつ。従って条件を厳重に一定

にする為 600Wの電気ヒーターで水溶を沸
騰させ,そ の中で20分間加熱する事にした。
勿論20分で反応が完結するわけではなく ( 

‐

Figl。 参照)完結には恐 らく1時間近 くを要

するであろうが,操作の都合上正確に20分  が
加熱する事にした。

◎ 酸化第 1銅を過剰のフェーリング試液
より充分に分離する必要があるが,一般に
3回の水洗で完全に分離出来る。但しこの

際沈澱O損失がない様注意すべきである。

(Fig I)CUPR:C‐AMMON:A COMPiEX

(Cu10mg in 2。 45%NH10H50∝ )a
(Cu10mg in 4.90%NH10H50cc)b
(Cu10mg in 9.80%NH10H50∝ )c

w― E
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① 操作の途中空気による再酸化の影響は考慮する必要はないが,溶解試薬としての塩酸の使用は不可で
ある。

⑪ アンモニア溶液の濃度により銅一アンモニア錯塩の吸収率及び極大吸収点が異なる。 (Fig。 2参照)
従って一定濃度の溶液を使用する必要があり, この場合は 4。 9%溶液を使用した。
O 吸収率は15分～24時間後 も変化しない。
⑥ 殆ど純粋の状態で第 1銅をとり出す事になるので他金属の妨害は考慮する必要はない。
③ 比色計は日立分光光電光度計 EPB_UI型 で液層 lCmの セルを用いた。

I検 量 線 の 作 成

ブドウ糖の場合

④ 標準液:精製ブドウ糖 5gを精秤し,0。 1%サ ルチル酸溶液で全量500ccと し之を原液とする。使用の
場合之を20ccと り全量 100CCと し標準液として使用する。本液は l cc=2mgの ブドウ糖を含有する。
O 操作:ブ ドウ糖標準液 1, 2, 3, 5            (Fig I)
CCを ピペットで40～50∝の遠沈管にとり

水 を 加 え 1lCCと す る 。 そ れ に SOXlet試

液 A,B各 2 CCを加え沸騰した600W電

気 ヒー ター上の水浴中で20分間加熱す

る。加熱後管壁の洗澱をこすり落し水で 』
全量30ccと し遠沈を行い,上澄液を分離 1
し,更に水を加え乍 らよく振盪して沈澱
を洗い,全量30∝ とし遠沈する。之を後
1回行 う。分離した沈澱に20%硝酸 1∝

を加え,必要あれば少し水溶上で加温し

て沈澱を溶解する。 冷後4.9%ァ ンモニ

ア水を加え全量50ccと し620mμで吸光度

を測定する。この様にして測定したブドウ糖,乳糖,麦芽糖の検量線は Fig.3の 通 り。
Ⅳ
‐
検液中の糖の定量

検液中の糖定量操作 も検量線の場合と同様に行 う。但し他の方法と同じく除蛋自其の他前処置の必要な

ものはそれを行 うべきである。

測定可能濃度範囲は上述の方法によった場合,ブ ドウ糖 0.2mg/∝～ 1。 2mg/∝ 乳糖0.3mg/∝～1.5mg

/∝ 麦芽糖 0.4mg/cc～ 2.Omg/∝ 附近である。誤差の範囲はブドウ糖の場合 10CC中 2mgの糖量では土
5%10mgで ± 1%以下で測定出来る。 

ノ

参考文献  1) 高橋 :化学の領域,12,227(1958)
.     2) Snell&Snell“ Methods of Analysis"p.118.

2.遠 賀 川 水 質 汚 濁 調 査 に つ い て

脇 元 作 郎  小 串 寿 明
中 西 恭 生 (衛生生物課)

遠賀川水質調査は,昭和32年度より建設省九州地方建設局の委託により遠賀川の全流域に亘って行って
いる。

初年度は予備調査として10月 より3月 まで 3回にわたり12ヵ所 (上流部 3カ所,中流部 7カ所,下流部
2カ所)の化学試験 (18成分)及び細菌試験 (細菌数大腸菌の最確数)を行った。その試験成績は別表の
通 りで,採水地点及び時期的にみた試験結果より次のようなことが云える。
1)・ pH及 び RpH
全川全時期を通じ6.8～ 8.6ま での値を示し,普通河川よりもやや高値を示している。地域的な変化と
しては,上流部より,下流部に行 くに従って高値を示している。
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2)全 蒸発残溜物及び溶解性蒸発残溜物
上流部 3地点は,殆んど同じ値で常水と変化はみられないが,中流部に入ると,急激に増大する, こ

れ らは洗炭水による,汚濁の度を示すものと考えられる。

3)懸 濁 物
上記 2)と 同様な傾向を示すが, これらの大部分は,微粉炭によるものと考えられ,炭坑の洗炭水と

放流する地点に於ては,特に著しい (伊田,皆添橋等)

4)硬 度,カ ルシウム,マ グネシウム 全川を通じてそれ程高値を示していないが,上流より,中流

下流と増加する所は汚染によると推定される。

5)C。 0。 D

沈澱した試水と,混濁した試水とでは,大 きな差があり, これも汚染によるものと思われる。

6)塩 素 イ オ ン
ー般に上記各成分と同様,下流に行 くに従い,増加するが,そ の差は大きくない。

7)硫 酸 イ オ ン

硫酸イオンの含有量は当河川の採水各地

点,時期により著しい変化をみせ,上流よ

り,中流,下流に行 くに従って増大する。

この増加は,懸濁物の増加と同様な傾向

を示し, これらの流入は,洗炭水による

ものと考えられる。その為,硫酸イオン

は懸濁物と共に当河川の汚濁指標として

もみられる様に思われる。

これらの硫酸イオンは,主にアルカリ塩

の形で流入していると推定されるが,ア

ルカリ金属の分析を行っていない為確定

する事が出来なかった。

8) アルカリ度,酸度,佳酸
アルカリ度,酸度は,中流部が大である

が,磋酸は全川を通じて著明な変化はみ

られなかった。

9)全    鉄
伊田の12p.Po mが 最高値で上流部 3ヵ所

_(黒崎,柿下,仲津)では平均 100p・ p・

m以下である。
10) 亜硝酸イオン,ア ンモニアイオン

全川にわたり,多少検出されるが,時期
採水地点で多少の変化がみられる。

11) 細  菌  数

略    図

上記と同様下流に行 く程増大している
°
又,河川の汚濁と関係が深 く川島,皆添橋,伊田では非常に

大きな値を示している。

総    括
以上の結果よりみて,各試験項目中 1～ 2の成分を除き,ほぼ同じ傾向即ち上流から下流に流れるに従
い,多 く.な っている傾向を示している。特に炭坑の排水口附近に当る川島,皆添橋,伊田は全河川中,最
も汚濁の程度が大であり,下流でそれ らの懸濁物が沈澱又は,稀釈されて河口に至る傾向がみられる。
33年度は更に上記12ヵ所の他 7カ所を追加し,各月 1回づつの調査を行っているが,時期的及び,採水
地点による汚濁,又は,成分の変化は,更に判然とする事と思われ,これらの調査に期待する事が大きい。

遠賀郡

嘉穂郡,

小合市

X印採水地点

京都郡

大分県

宗像郡|

鞍手郡

①■見

直方市

田川郡

若松市

八幡市

田川市
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Ⅳ 衛 生 生 物 課

衛生生物課長 高 橋 克 巳

A.検 査 業 務

昭和33年 1カ年間に於ける当課の試験検査業務は,次表に示す通りであるが,以下此の主な項目につい
て説明を加える。

1.寄 生 虫 検 査
昭和33年に於ける寄生虫関係依頼試験件数は,総

計2,836件で前年に比べると, 約 3倍の増加である

が,之は福岡市内官公庁の定期的寄生虫検査があっ

た為で,一般市民の個人的依頼検査は増加をみてい

ない。

此の依頼検査の陽性率は下表の様に,虫回虫4.9%,

鉤虫2.9%,鞭虫1.0%,総 T`Z均陽性率8.9%である。

此の数字は,比較的健康管理の行き届いた福岡市乃

至その周辺地居住成人の寄生虫 陽性 率 と解される

が,傾向として,虫回虫は年々減少の傾向が強 く,略

々同一対象の昨年の虫回虫陽性率 7.9%に比べると漸

減の徴が明らかであるが,鉤虫は之に比べると,そ

昭和33年衛生生物課試験検査一覧表

血 液 型 検 査

寄 生 虫 検 査

駆 虫 薬 効 力 試 験

査

査

検液

検

髄炎

一ヽ

脳

ラ

本日

臨

2,836

2

292

167

7

1,770

522

612

555

6,770

梅毒 血 清学 的 反応 検 査

日本脳炎等補体結合反応検査

水 質 検 査 (細 菌)

食品及び食中毒検査 (細菌)

獣   疫   検   査
環 境 衛 生 試 験 (細菌)

合        計

れ程減少の傾向が強 くない。鉤虫の駆除は従来姻虫の甚しい蔓延の蔭にか くされていた赴があり,そ の駆

除は集団的寄生虫駆除の際には閑却されて来た感があるが,今後はその病害の点よりも集団的健康管理の

面に於いて鉤虫駆除が重視されねばならぬ。尚,次項の駆虫薬効力試験の為福岡市周辺の農村小学校の虫回

虫卵検査を行った処,そ の際得た虫回虫卵陽性率は,下表の通 りで,略々同一環境の対象 2校共15%の陽性

率を得ているが,之 も従来調査した小学校児童の畑虫卵陽性率としては」/色～み角程度に低下して居り,近時

我国に於ける畑虫寄生率が著るしい減少を来しつつある徴と考えられる。

寄 生 虫 陽 性 率 農 村 小 学 校 如 虫 寄 生 率

＼ヽ、、   種局」|             |

件数 ＼＼   
査 件 数

|

陽 性 数 (%) 検 査 件 数 陽 性 数 (%)

虫

虫

虫

畑

鉤

鞭

2,836

2,836

2,836

2,836

(4.9%)

(2。 9%)

(1。 0%)

(8.9%)

382名

478名

860名

61名

75名

136名

(15.9%)

(15。 6%)

(15。 8%)計

内

計

2.駆虫薬効力試験
昭和33年の駆虫薬効力試験依頼は 2件で, 1件は,サ ントニン,カ イニン酸製剤,他はピペラヂン製剤

で,何れも姻虫に対する駆虫効力試験であった。 2件 とも厚 生 省畑虫駆除薬簡易試験要領に準じて実施
し,そ の成績は次表の様に,サ ントニン製剤で61.5%, ピペラデン製剤で52。 2%の畑虫卵陰転率を得た。

寄 生 虫 駆 除 薬 効 力 試 験 一 覧 表

薬    品表 示 成 分 (1ケ 中) 対 象 陰  転  率

72

117

(61。 5%)

局
ク

カ

０
。
０
．
５

ン
ン
酸

二
・、リバ

ン

／ヽ
エ
　
ニ

サ

フ

方 05g サ○ 卜○ ン

イ○ チ○ コ
ｇ

ｍｇ
校ギ′

―
句糸長郡島糸
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ア ジ ピ ン酸 ピペ ラ ジ ン 250mg

(ピペラジン・ハイドレート換算200mg)
ギ ○ 一 錠

校学′―句狙西上郡像ウボ

校学′―
句野内

57

109

(52.2

3。 臨 床 検 査

a 血液型判定試験
昭和33年に於ける血液型判定依頼試験は, 167件で前年に比べ74件の減少を示している。此の依頼者は

全員市内スペンダーで,給血業者へ登録の為のものである。試験結果は次表の様に,型別では男女共にO

型が最 も多 く,次はA型,B型,AB型 の順で,年令的には,20～ 24才が最大で,次は30～ 34才 ,25～ 29

才,35～ 39才で,男子が女子に比べ約 3倍を占めている。

血  液  型  検  査  成  績

性   別

15 ～  19

20 ～ 24

25 ～  29

30 ～ 34

35 ～  39

40 ～ 44

45 ～ 49

50以 上
不  詳
計

男 子女子

計
BA AA B

128 167

b 日本脳炎患者及び同容疑者の脳脊髄液検査
昭和33年は, 日本脳炎の大流行をみた年で, 此の患者又は容疑者の脳脊髄液検査 も ,延 292件に上っ
たc此の内,発病 1病週日以内のものについての検査成績を総括すれば,次表の様に,先づ細胞数につい

ては,正常値が約30%で,他は増加傾向を示し,甚 しいものは3,000以上に及ぶものもあった。
SaliCyl― aldじhyd反応は陰性27.8%で他は陽性に属するが,特に陽性度の高いものが少 くなぃ。Nonne―

Apelt反応, Pandy反 応は何れも陽性のものが90%以上であるが, TryptOphan反 応は逆に80%が陰性

髄 液 検 査 成 績

0 A B0 B

検 査 種 目

細  胞  数

陽  性  度

A

-h\ I lJt'anoy tr_ Ir\

Tryptophanfiffi 170

糖   量

(Gardner法 )

髄  液  所  見  (発病 1病週日以内)

十

183 51(27.8%) 23(12.5%) 52(28.4%)

51/5^v100/3 101/3以 上

45(26。 7%)

十 ‖

22(12。 0%) 35(19。 1%)

13(7.2%) 18(10。 0%) 107  (59.4%) 138 (21.1%) 4(22.2%)

8  (4.4%)

25(14.7%) 1  (0.6%) 0

|    |  ∞mg/dl 以 下   1    41～ 70mg/dl   1   71mg/dl 以 上
1   180  1__                  ____1

1 ~~‐ 1 19(10.5%) 1 51(28ビ )__1__lf_望堂2___

(1009′ら)

16S

26(15.4%)

16/3～ 50/315/3 以 下

50(29。 7%) 47(27.9%)

8  (4.4ッあ)
|

|

21 (11.5%)   100  (54。 9%) | 45 (24.7%)182

137(80.5%) 7 (4.1%)
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である。糖量は増加のもの61%,減少のもの10.5%で ある。
日本脳炎の診断は本髄液所見と,後述の補体結合反応成績とにより綜合的に実施 した。
C 臨 床 検 査
肝機能検査 1件,血色素定量 6件である。

40梅毒血清学的反応検査
依頼件数は昨年より減少 し叉陽性率 も低下 しているが, これは売春防止法施行に伴 う現象と思われる。

なお 9月 に沈降反応件数の増加したのは性病予防週間における集団検査を行ったためである。

5.日本脳炎等の補体結合反応検査
昭和33年における日本脳炎の流行は31年度のそれをはるかに凌ぎ,爆発的発生を示した。31年度と異っ

た点は流行の山が 1カ月遅れて, 8月 から9月 にかけてみられたことである。取扱い件数は延518例,陽

性220例,抗補体作用その他のため判定不能のものが14例あった。陽性転化日数についてみると, 例年と

同様の傾向を示し, 1～ 9日 59例, 10～ 19日 105例 ,20～ 29日 8例,30日 以上 1例で,殆んど大部分は第

3週以内に陽転している。 叉抗体価についてみると,1:222例 ,1:426例 ,1:867例 ,1:1638例 ,>1:1657
例 となっている。なお日本 脳炎 容疑患者のうちにはレプ トスピラ性のものも混在していたという報告か

ら,陰性血清約40例について,L.icterohaemorrhagae,Lo canicolaの両株による血清学的反応 (So M。 反

応)を行ってみたが,Loict.に 1:100が 1例認められたのみで,陽性例は認められなかった。

狂大病容疑犬脳について,C.F。 による狂大病の診断を行ったが,陽性例は認められなかった。

梅毒血清学的反応検査成績  (昭 .33.1～ 12)

11109 12

44

(13)

44

(14)

31

(11)

119

(38)

2

28

(1)

28

(0)

16

(1)

72

(2)

3

64 1

(15)

64 1

(16)

39

(10)|

167

(41)

32

(12)

32 ‐

(11)

26

(7)

90

(30)

28

(4)

28

(3)

17

(3)

73

(10)

217

(13)

63

(6)

193

(7)

473

(26)

65

(11)

65

(8)

32

(12)

162

(31)

計

754

(94)

600

(71)

416

(65)

1,770

(230)

%)

12.4

11。 8

15.8

12。 4

凝  集  法

緒  方  法

ガ ラ ス 板 法

計

(註)括 孤内は陽性数を示す。

日本脳炎等の補体結合反応検査成績  (昭.33.1～ 12)

2 3 4 5 6 7 8 9

18 290 194

10 11 12

8

(0) (104) (115)

(115)

(1)

計

518

(220)

4

(0)

522

(220)

目

狂

本  脳  炎

大    病

一
　

一
　

一

一
　

一
　

一

＜

　

一

　

＜

＜

　

一
　

　

＜

18 290 194 8
計

(0) (104) (1)

6.水  質 検 査 (細菌)
昭和33年の水の細菌学的総検査件数は612件,そ の中井水は343件で前年に比べて,その件数は約 2倍の

増加であった。これは空梅雨のため十数年振 りの早天が続き水道水の断水或は時間給水が行われたので,

普通使用していない井戸水或は急造の新井戸水の飲用適否の依頼試験が臨時増加したためである。

井水の不適件数は92件 (26.8%)で, その中大陽菌陽性のため不適 15件 (4.4%), 菌数多数のため不
適,37件 (10.8%),大 腸菌,菌数共に陽性不適40件 (11.6%)であった。

水道水 (含笥易水道)の件数は154件,不適 10件 (6.5%)こ れはいずれも原水である。この中大腸菌陽

1

1
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性のため不適 7件 (4.6%),菌数多数のため不適 4件 (2.6%),大腸菌,菌数共に陽性不適は 1件 (0.6%)

であった。

その他の水 (河川, 谷水等)の検数は115件 これは公共水域の水質の保全のため建設省及び県河川課か

ら依頼を受け遠賀川及びその支流等の水について検査し,そ の結果100%大腸菌陽性或は菌数多数のため
不適であった。此の成績については化学試験課,研究事項に並記した。

7.食 品及び食中毒等の細菌学的検査
検体は一般食品及び牛乳,乳製品,ア イスクリーム,乳酸菌飲料,醸酵乳,ジ ュース類,缶詰等で総件

数は554件であったが, 何れも許可中請のための検査或は製品の品質の向上の意味に於いて業者自から持

参 した検体等であった関係上不適品は認められなかった。

食中毒検体として 6月 大福餅 3個八幡保健所より送附され特にその螢について培養試験を行ったが特に

病因菌 らしきものは分離されなかったが,螢の細菌による汚染状態を検するに lg中の雑菌数は無数,且

大腸菌陽性という不衛生的な大福餅であった。

獣 疫 検 査
疑似狂大病として保健所より送附された可検物 (犬頭)は 5件で,ネ グリー氏小体の検索,補体結合反

応試験及び動物接種試験等の結果いずれも陰性で狂大病は否定された。

昭 和 33年 ,1月 ～ 12月

１

２

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

Ｈ

ｌ２

計

０

２

４

２

１

５

引

”

一

計

件数 不適

1,1

0,

0

B.研 究 事 項

1。 焼 虫 症 に 関 す る 研 究

第 2報 特に駆虫法についての検討

高橋克巳 野田英世 文屋春栄

私共は当所報Ⅵ (昭和32年)に於いて焼虫症について,特にその検査の方法論的問題を検討し,併せて

福岡県下小学校, 幼稚園児童に於ける燒虫蔓延の状況を調査すると共に一部駆虫法の検討にも言及した

が, 此の度は主として再感染率及び駆虫法, 副作用について研究したので以下此の成績を主として述べ

る。

I焼 虫 卵 検 査 法
前報と同様に,所謂 SCOtCh‐ tape法 として市販のウスイ式焼虫検査セロフアンを使用し, 被検者は各

水
厖ユフk井  水

件数 不適 件数 不適 件数 不適

その他の水 食品
智雪_1 環境衛生

件数 1不適 1件数 1不適

食 中 毒

件数 件数 不適

獣  疫

12

12

0

0

0

0

6

6

16

21

21

21

115

1

1

17

74

50

30

68

121

水道

不適
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自,自 己乃至家族の介助に依 り直接早朝起床直後に肛門部より採卵せしめた。採卵検査回数は諸家の報告

にもあり,叉私共の前報に於ける焼虫卵の検査回数に就いての検討より,各人 1日 1回の採卵を連日3日
3回に渉る採卵法により実施 し,第 1回検査に於ける陰性者は,第 2回 ,第 3回 と検査を重ね, 3回 とも
陰性の者を,燒虫卵陰性者として決定した。

I検 査 対 象

前報に於いても検査対象とした福岡県宗像郡吉武村小学校の 1, 2, 3, 4, 5, 6学年全部の児童
351名 である。 本校は純農村小学校で,此の研究の対象と

レ
て既に数回に渉 り燒虫卵検査の経験があり,

児童 も採卵法に習熟して居る点より好適の対象と考えられる。実施時期は昭和33年秋である。

H 焼虫卵陽性率及び再感染率
表 1に示す様に全児童351名中焼虫卵保有者は262名 で74。 6%の寄生率となっている。性別には男女間に

有意の差なく,学年別では 1学年の62。 5%を最低とし, 4学年の85。 0%が最高で,中学年層が比較的寄生

率が高い様である。本校の昭和32年秋に於ける焼虫卵陽性率は,当時の 1, 2, 3, 4, 6学年より無作
為に抽出された149名の児童に就いて,今回と全 く同様な 3回検査の結果として,陽性者111名 74。 5%の焼

虫卵陽性率を得て居り,此の間昭和33年 3月 より4月 に渉り当時の 6学年児童は卒業により退校し,新に

焼 虫 卵 陽 性 率表

学 性

男

局」年 組 陽   性    者 陰 性 者

46
65

(70.7%)

48
59

(81.3%)

51

60

(85。 0%)

38

48

(79.1%)

44

63

(69.8%)

_:争 (746%)

21

56

(37.5%)

19

65

(29.3%)

11

59

(18。 7%)

9

60

(15.0%)

10

48

(20.9%)

19

63

(30.2%)

12

13

12

14

11

14

8

11

9

11

12

12

子

総
子
子

男

男
女計

131
131

_∬百(254%)

1学年児童の新入学を迎えて居るのである。然も此の昭和33年 1月 に,前記の抽出的検査対象児童中の焼
虫卵保有児童109名は, ピペラジン製剤等を用いて燒虫の駆除を行い, その直後は焼虫寄生率の大幅な低
下をみたのであったち然るに此の約 9カ月の間に本校児童の焼虫卵保有率が完全に復原している事実は,

焼虫の強力,執拗な再感染力を物語るものであろう。表 2は此の間の消息を示すもので,昭和33年 1月 ,

駆虫対象群となった109名の児童群の駆虫直後(1週後)の焼虫卵陽性率と,同一群の今回 (昭和33年 10月 )
検査に於ける燒虫卵陽性率を示すものである。 即ち9カ月の間に此の群の児童は40.3%の焼虫卵陽性率
が,75。 2%へ と上昇を来している。再に此の群に於いて,昭和33年 1月 当時の駆虫後に於ける蟻虫卵陽.

35

56

(62。 5%)

子
子
　
子
子

男
女
　
男
女

|

|

|
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表 2 9ケ月間に於ける」尭虫卵陽性率の変化

1陽 性  率
学   年

昭 和 33年 10 月

陽十

子
　
子
　
計

子
　
子

　
計

子
　
子
　
計

子
　
子
　
計

子

　

子

男

　

女

　

小

男
　
女
　
小

男
　
女
　
小

男
　
女
　
小

男

　

女

一　

　

　

一　

　

　

一

９

一３
　
２

４
　
１

・７

一
‐

‐

一
‐

２

一
２

2

3

6

13

一４
一
１

6

17

23

27

7

13

17

12

35

3

15

15

30

12

10

22

53

56

1  lo
l    ~~12~~
1     71 ___二 __
1  10
1       17
1 -万 一
|       

‐
“

21

8

10 7

12

13

25

18

12

14

26

計

10

7

17

総   計

1   20
1   ____yノ_
1   53
1      4ス
|  _=■ __
1       56

1端
(752%)《ぢ_(40.3%)

註:学年は昭和33年 10月現在を示す。

表 3 焼虫卵陽性者及び全性者の 9ケ月間に於ける変化

計

性

総

6

4

2

6

18

変  化

計

２

３

４

５

計

第 1回検査時陽性者の変化

男 子 1女 子男 子  女 子

十  ‐―> 一

第 1回検査時陰性者の変化

男 子 1女 子

|

|

男 子 1女 子

― ―)+ 一  ―→  一

変 化 率 42
(14。 7%) 67

(73.1%)

昭 和 33年 1月
性

+

12

13

17

30

15

15

30

+ ―)+

7 49 18



変   化

第 4 虫尭虫卵陰性者の 3ケ月間に於ける変化
陰性者が,昭和33年 10月検査時に於いて,如何に変

化したかを観察すると,表 3に示す様に,昭和33年

1月 当時の焼虫卵陽性者42名 は,そ の中35名が 9カ

月後 も依然陽性 (十→■)であったのに比べ, 7名

は陰性へと変化 (+―)一 )し ,そ の変化率は7/42(

14.7%)で あるのに対 し,昭和33年 1月 当時の焼虫

卵陰性者67名 は, 9カ月後に於いて,そ の中の49名

は陽性者 (一→+)と なり,残 りの18名が依然陰性
(一 ―)一 )に留 り,変化率49/67(73.1%)と なって居
る。叉変化率を性別にみるとキ→一の変化率は男子

が多いが一→十の変化率は女 子 が多 く, キ→十,
一→一の如 く変化を来さなかった者には性別な差異

一> + 一)

20

子 女  子

は認められない。此の 9カ月の間に,此の群に属する児童中の46名に就いて,中間的に 3カ月目に於ける

変化を観察したのが表 4で, 一→十の変化率として26/46(56.5%)の成績を得ている。以上の成績より,

燒虫は再感染が極めて多 く,単に駆虫を実施しても, 3カ 月後で約半数が再感染し, 9カ 月で 7割以上が

再び燒虫寄生者となると思はれる。

Ⅳ 駆虫法,駆虫率及び副作用
1.駆 虫 法 の 検 討
焼虫に対する最 も有効な駆虫薬は,PiperaZin製剤で,此の効力については既に定評がある。然し,本

剤の使用に当っては,薬価, 投与量, 服薬日数, 副作用,駆 虫率等を綜合的に勘案し,最 も実用性の

ある駆虫法を確立する事が肝要で,就中,燒虫症に悩まされる児童を対象とした集団的蟻虫駆除法にその

眼目が置かれねばならぬ。斯る観点より私共は,PiperaZin製剤の 1日投与量を 50mg/kgと 100mg/kg

の二つに分ち (市販薬表示のPiperaZin製剤服用量は概ね,平均体重より考えて,此の中間即ち,80mg/kg

l日量となつている)服用期間を 3日 間連用とし,前報に於いて一部報告した方法に於ける駆虫率と比較

し,併せて両投与量に於ける副作用を詳細に調査した。

2.駆  虫  率
今回の吉武校全児童の焼虫卵検査に於いて,陽性者と決定された241名 をA,B2群 に分ち,A群 119名 は

各自の体重に応じ,キ ヨー錠 (ア ジピン酸 ピペラジン 1錠中 240mg含有,PiperaZin hydrafe換算20mg

相当)を使用し, PiperaZin hydrate l日 投与量 50mg/kgの割で 1日 1回 学校給食時に内服, 3日 間

連用せしめ,B群は同様方法で 1日投与量 100mg/kgを 3日 間投与し, 服薬終了後 1週間経過した後採
卵検査した。 其の結果は, 表 5に示す様に,A群 の燒虫卵陰転率は51.3%で,B群は68。 9%の成績を得
た。 本校児童の一部は前述の様に, 昭和33年 1月 に同一製剤を用い, 1日 投与量として 1～ 2学年 8錠

(Piperazin hydrate l.6g)3～ 4学年 10錠 (Piperazin hydrate 2.Og)5～ 5学年に12錠  (PiperaZin―

hydrate 2.4g)を連続 3日投与し, 燒虫卵陰転率 68.6%を 得, 再に同一投与量で連続 1週間連用で,福

岡市警固小学校学童を対象とし,燒虫卵陰転率92.3%の駆虫成績を得た事は前報で既に報告した通 りであ

るが,是等の駆虫成績は,一応体重の個人差を無視した投与法で,学年或は年令別平均体重より大きく外

れた体重を持つ児童には,個人的に過少或は過大投与となり,従 って上述の種々の駆虫率を直接同一次元

に並べて,画一的に論 じる事は避けねばならないが,次の 2点は云える様である。

即ち,(1)駆虫率のみに限定すれば 1日量 50mg/kg 3日 連用法は 1日 量 100g/kg 3日連用法に比べ

ると,駆虫率が梢や落ちる,(2)3日連用法と7日 連用法は勿論 7日 の方が邊に有効であるが,投与量とし
ては,比較的大量を用いる必要はない。換言すれば,大量を短期間投与するよりも,比較的小量を長期に

連続投与する方が有効と考えらる。

3, 副  作  用
PiperaZin製剤は,駆虫薬としては比較的副作用は少いものの一つといわれるが投与量によつては副作
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表 5

学   年 性   別

1

計

駆    虫    率

+―)十 陰  転  率 +→一+→一

6

2

8

6

5

B 群 (
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陰  転  率
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12
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女一言

′―

句

用は必ずしも無視されない。吉田等は此の点を指摘している。私共も上述の A,B両群に於ける副作用の
発現を観察すべ く,服用日3日 間を通じ,自己記入様式による副作用調査票を配布し,自 己乃至父兄教師
によリー部は間診により観察記入せしめ,表 6の様な副作用発現成績を得た。即ち,A群とB群の副作用
発現頻度は,量的にも質的にもB群の方が大で,大凡 1.5～ 2倍 A群よりも大と考えられる。本剤服用に

よる鋏席者数は,副作用の質的表示と見られるが,A群は3日 間を通じて 1名なのに対し,B群は延 8名
である。吉田等も1日投与量 150mg/kgで 38名中 7名 (18.4%)の臥床者をみたと報告しているが, 此
の点は注意を要する事である。然し是等臥床鋏席者は,服薬の中止により恢復は速かで,全員 1～ 2日 の

経過で再び出校可能状態に復帰した。 副作用の発現頻度は, A,B両群を通じて症状別に凡そ共通して
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表 6 冨」 作 用

第 2日 第 2日 第 3日

84 名 名

第 3日

87 名 87 名

A   群  (50mg/kg投与 ) B    群  (100mg/kg投与 )

第 1日

84 名

小  計

(延合計)

10 (3。 9%)
17(6.7%)

20(7.9%)

2(0。 7%)

10 (3.9%)

5(1.9%)

9(3.5%)
12(4.5%)

1(0。 3%)

86

第 1日

87 名

小  計

(延合計)

9(3.4%)
28(10.7%)

39(14.9%)

4(1.5%)
20 (7.6%)

14(5。 3%)
6(2.2%)

9(3.4%)
8(3.0%)

139

量

痛

気

吐

痛

痢

感

感

数

計

労

怠

者

疲

倦

　

合

肢

身

席

眩

頭

嘔

嘔

腹

下

下

全

飲

延

居り, 最も多い症状は嘔気のA群の 7.9%,B群の 14。 9%で,次は頭痛 (A群 6。 7%,B群 10.7%)腹

痛,眩量,倦怠疲労感,下痢 (含軟便)の順で, 実際に嘔吐した者はA群 5名 (1・ 9%)B群 14名 (5.3
%)がある。叉症状の発現は,服用第 1日が A,B両 群共に最も多く, 2日 目, 3日 目と日時の経過に
より訴えは急減してゆく傾向が見られる。 服用日3日 間を通じて, 全 く何等の訴えも間かれなかった者
は,A群84名中39名 (46。 4%)に対し,B群では87名中27名 (31.0%)である。
以上の成績より, 1日 投与量 100mg/kgは ,小学校児童には内服上, 先づ量的に過大で,嘔気,嘔吐

等の胃障碍を来す事が多く,低学年層に之は特に顕著で,服薬拒否者も出,実際問題として内服実行が困難

を来す事がある。叉その他の副作用症状も出現頻度が大で実用的でないと云えよう。 1日 投与量50mg/kg

は,比較的副作用発現頻度は少く,駆虫率も可成り良いので,集団的に使用,するには良いと思はれる。

V.考     察
此処では, 前報と本報についての総括的考察を述べる。 燒虫は, その特異な生態,発育史,感染経
路,駆虫困難性の為,比較的最近迄疫学,駆虫,予防対策等が放置されていた感が深い。然るに Graham

の SCOtCh―tape検査法が,技術的に確立し, 種々の改良法が普及すると共に漸 く疫学が陳明され,他方

PiperaZin製 剤の登場は駆虫をも容易にし,予防対策が取り上げられんとする機運にある。然し乍ら,先

づ検査法に就いても必ずしも簡単でない。即ち,釣虫姻虫等は糞便の一回検査で略々その寄生の有無は確

定されるが,!暁虫は一回の採卵検査では甚しく不確実で,小宮は 1回検査の成績より,真価を推測するに

は, 少くともその1.5～ 2倍の補正係数を必要とし最低でも寄生率は50%以上と云つているが,私共の成

績でも, 1回の検査では, 3回検査により確定される陽性者中の平均66。 9%が捕促されるに留り, 2回で

此の陽性率の累積値が88。 1%に上昇している。然し,何回検査を行えば果して真値を得られるかについて

は,諸家の報告により各々異り,勿論検査回数が多ければ多い程真値に近づく事は云う迄もないが,実際

的な問題として,長期頻回には行えない。私共の経験では,連日又は非連日何れにしろ, 3回 (1日 1回

)採卵検査を行 う方法が実際的でもあり,且略々真値に近い成績が得られると信じている。

川本も同様の事を, その検査成績より述べている。森下, 小宮等は7日 間連続検査法を提案している

が,集団的検査の場合,余 りにも繁雑で時間と労力の点より,難点がある。燒虫の淫浸度は,私共の福岡

県下の幼稚園小学校児童を調査したものでは,総検査数774名中燒虫卵陽性者574名 ,寄生率73.7%で ,年

令別では,若年者程高く,高学年に低 く,性別では,男女間に女子が若干多いが有無の差なく,都市と農

村では,農村の方が寄生率やや高い成績を得ている。是等の成績は,松田,川本,山 口,松井等の報告に

一致し,何れも燒虫の驚 く可き高率淫浸度を物語っている。 燒虫駆除後の再感染の問題について, 川本
は, 2カ 月後で52.8%, 6ケ 月後で95。 8%, 1年後は殆ど100%近 くに燒虫卵の陽転を来し,毎月の平均

日
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陽性転化率は38。 5%と報告しているが,私共の観察では,駆虫後 1カ月日迄は非常に低 く,僅に 4%位で

あるが, 2カ 月で約20%に上 り, 3カ 月では既に56.5%に急上昇し, 9カ 月後には73.1%と なっている。

学童の焼虫の再感染は,自 家感染家族内感染,学校内感染等が考えられ,就中自家感染は焼虫の再感染に

最 も大きな意義を有するものであるが,此の場合は駆虫陰転後であるから一応除外されるので,家族内,

学校内等の他家感染が,再感染源としての役割 りを果していると考えられる。従って再感染を防 ぐには,

学校全児童とその家族を含めての集団的駆除を行 う事が必要で,個人的駆虫は,長期燒虫予防には殆ど意

味がないと云えよう。

PiperaZin製 剤の駆虫効果については, 吉田等は総投与量 350mg/kgで 85%前後の駆虫率と云い,辻

等は 50mg/kg 6日 連用で89。 9%の陰転率,赤本は総投与量 2COmg/kgで相当の効あり, 300mgノ kgで

充分の効ありと云い,岩城は 150mg/kg l週 間連用で 5/6,150mg/kg 2週で 100%有効と云っている

が,要するに PiperaZinの 焼虫に対する駆虫効果は強力であり, 私共 も此の点は,前報及び本報で確認

している。焼虫駆除薬としての PiperaZin製 剤の使用に当っては, 単に個人の焼虫症障碍を治療する目

的を以ってのみ行 うのは,焼虫の甚だ強力な再感染力を考える時,やがては必ず比較的短期の間に再び再

感染を来す事は必至であり,意味が薄いと考えねばならぬ。 従って, 燒虫の真の駆除予防は,再感染源
を減ずる意味で, 学校と家族全員の焼虫寄生者を含めた集団的駆虫であらねばならぬ事は既述の通 りで

あるが,斯 る集団駆虫に於ける PiperaZin製 剤の使用法は,薬価,服薬日数,副作用の三点に於いて,実

際的でなければならぬ。薬価は当然投与量によって規制される。同時に之は,服用日数,副作用とも関連

して来る問題である。是等の条件を綜合的に抱括し,最 も均整のとれた方法が理想的な集団駆虫法と云 う

可きであろう。森下は,斯る見地より PiperaZin hydrateと して,小学生 1年を対象にし1日投与量 1.2g

最小 3日 ,出来れば 5日運用が望ましいと述べている。我国小学校 1年生の平均体重約 18。 8kgよ り換算

すると之は約 60mg/kg位 であるが,私共は前述の実験成績より,駆虫率副作用を顧慮 して,投与量は徒

に多 くしても,副作用の強 く表れる割には,服用日数が 3日 では,優秀な効果は期待されず,寧ろ投与量

は比較的少 くても連用日数の多い方が駆虫効果の著るしい傾向より考慮 して, 50mg/kg l週 間連用を有

意義と考える。再に再感染を顧慮 して,此の集団駆虫を 1年に春秋 2回実施すれば略々目的を達成出来る

のではないかと推測している。

PiperaZin製 剤は比較的副作用の少い薬剤と考えられ, 諸家の報告でも,此の点に触れているものは少

く,吉田等は総投与量 350mg/kgで ,頭痛,悪心, 1匠吐, 腹痛を訴えた者は512名 中57名 と云っている
が,私共の調査では精細に調査すれば,可成 り多い事を示唆している。従って集団的駆虫の様に,ややも

すれば駆虫実施責任者の目が不行届き勝ちな場合,且は服用が円滑に励行される為にも,徒に駆虫率の大

を求める余 り, 1日 投与量 100mg/kgも の大量投与は行 う可きでないと考える。

副作用の特徴は次の 2点に集約される。即ち,第 1点は副作用中最 も頻度の多いものはJ嘔気で,重い

ものは嘔吐である。斯る胃障碍を主徴とし,次は頭痛倦怠感等の全身症候である事。第 2点は,副作用は

服用第 1日 が最 も著明で, 服薬を継続 しても此の副作用は増強せず寧ろ消退する傾向がある事である。

斯る副作用の発現は,:本質的な PiperaZinに よる薬物中毒自体が その機作の中心を成 していると云 うよ

り,多分に機械的刺戟と,生体の慣れの現象がからみ合って斯る発現をなしているの感が強い。
む  す  び
私共は焼虫の再感染及び PipCraZin製 剤を用いての駆虫法: 駆虫率,副作用を検討して次の所見を得
すこ。

1 燒虫の再感染率は,駆虫後の焼虫卵陰転者に就いて観察せる結果,駆虫後'1カ月迄は再感染は少い
が, 2～ 3カ月で再感染率は20～ 50%と 急上昇し, 9カ 月後で73%が再感染していた。

2 PiperaZin製 剤の投与量と駆虫率の関係は, 1日投与量 50mg/kg 3日 間連用で燒虫卵陰転率 ,

51。 3%, 1日投与量 100mg/kg 3日 間連用で68.9%の成績であるが, 副作用及び 7日連用の従前成
績より勘案し,大量を潮期間 (3日 )投与する方法よりも,比較的少量 (1日投与量50mg/kg)を 長
期 (7日 )投与する方法の方が集団駆虫法として実際的であり且有効と考えられる。
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PiperaZin製 剤の服用に当っては,副作用が絶無ではなく,100mg/kg(1日量)投与は 50mg/kg

(1日量)投与に比べ, 副作用発現頻度が1。 5～ 2倍大である。副作用は胃障碍 (嘔気)が主で,そ

の発現は服用第 1日 が最も著明であるが,連用しても漸次軽減する傾向がある。
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2。 福岡県におけるレプ トスピラ症の分布調査

第 4報 昭和33年における検索成績について

悟,佐 藤 春 江

三 (博多保健所)

県下におけるンプトスピラ (「 レ」と略)の調査成績については,そ の都度報告してきたが(1)(2)(3)今回

は病京検索に主体をおき調査したのでその成績を報告する。

材    料
鼠 :家鼠 (ド ブ,ク マ)の 30匹 は,福岡市,三流郡で捕獲 したもので,野鼠 5匹は九大農学部平岩研究

室より分与 うけたもので,久留米市で捕獲されたものであり,以上の鼠35匹 の腎を用いた。

犬 :福岡市で補獲された21頭の腎。

牛 :浮羽郡,久留米市で採取した 7頭の腎

馬 :久留米市で採取した 4頭の腎

豚 :久留米市と二日市町で採取した腎36例 ,尿 7例の43例で, うち 3例の腎は黄疸豚より採取したもの

である。

コウモリ:糸島郡下で捕獲した20匹 の腎

人 :レプ トスピラ容疑者,熱性疾患々者及び日本脳炎補体結合反応で陰性の42名 の血清である。

方    法
従来と同様で鏡検,培養,動物接種法によった。人の血清については,代表株による So M.反応を行
った。

成    績
表 1に示す様に鼠では35例中 2例 (5。 7%)陽性で, うち 1例から Loicterohaemorrhagiacを 分離した。
大では21例中 1例 (4。 7%)陽性で, 分離株は Lo canicolaと 同定された。 牛,馬,豚, コウモリでは全
例陰性で,人では 1:10(L.ict。 )を示したものが 1例あったのみで, 陽性例は認められなかった。

貞

塚

田

大

植
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表 1 各種動物におけるレプトス

ピラの検出成績 (昭b33)
む す び
病原分離に主体をお き検索 した結果は,鼠か ら 1株

(Loict.)犬 か ら 1株 (L.canicola)を 分離 したに止ま

り,他の動物か らの分離は不成功に終った。叉人で も

陽性例は認められなかった。

文  献
1) 真子,大塚,辻川,西川,香月.・ 医学と生物学,45f

183～ 187.昭 32.

2) 真子,大塚,辻川,西川,植田.・ 医学と生物学,46∫

24～ 27.昭 33.

3)大 塚.佐藤.植田f福岡県衛研所報,Ⅳ ,47～48,
昭32

検  査  数 陽 性 (%)
ブ

　

マ
　

々
／

コ ウ モ リ

ク

犬

牛

馬

豚

計

ド

鼠

計 (5。 7)

註:( )※は尿検索数を示す  ( )内陽性率

3.九州地方におけるプルセラ症の分布調査
大 塚   悟
三 原 敏 夫 (九大三内科 )

私共はさきに福岡県下における人のブルセラ症の汚染状況について報告した(1)が,そ の後 FAO/WHO
ブルセロージス・センターの発足に伴い,ブルセラ研究委員会の調査研究の一端を受持って,公衆衛生学

的な立場から,九州地方における本症の汚染状況の実態を知るため,主 として,本症と関連性があると思

われる人並びに各種動物について,昭和31年 6月 より33年 12月 までの 2年 6月 間凝集反応による本症の血

清学的汚染分布の状況を調査すると共に,一部は病原分離をも試みたので,そ の成績を報告する。
調 査 方 法
1)対 象 :人は屠場従業員46名 ,野犬捕獲人 3名,酪農関係者71名 ,ブルセラ症容疑患者28名 ,ホヂキ
ン氏病患者 4名 , 細網肉腫患者 9名 ,熱性疾患患者 (日 本脳炎容疑患者,不明熱患者)296名,飲食店関

係者 13名 , 日向熱患者及び容疑者 14名 , 黄疸患者 5名 ,猟友会員497名 , 梅毒反応検査311例の血清合計
1,297例であり,当衛研,九大附属病院,病理学教室,宮崎衛研等で採取されたものである。
動物は県下の屠場やレプ トスピラ検索等で採取された牛124例 ,馬 118例 ,豚 188例 , 山羊,羊 30例,大
188例 ,猫 53例 ,鼠 101例 ,鶏 7例 , コウモリ20例の計859例の血清である。
2)凝 集反応 :国際法によるブルセラ凝集反応を行い,抗原はブルセロージス・センターより分与され
たものを用いた。判定は 37・C20～ 24時間後行ぃ, 1:40で 50%凝集以上を陽性, 1:20で 50%凝集で,1:40

で50%凝集未満のものを疑似とし,そ れ以下のものを陰性とした。

3)病 原分離 :ホ ヂキン氏病屍体の牌,淋巴節及びブルセラ容疑患者と不明熱性疾患患者数例の血液或
は尿から培養法,動物接種法による病原分離を試みた。

調 査 成 績
(a)血清凝集反応成績
人 :陽性を示したものは不明熱患者のわずか 2名 (0.1%)にすぎず,疑似は屠場従業員 2名 ,不明熱

患者 3名 ,猟友会員 1名 の計 7名 (C.5%)で ,ブルセラ容疑患者 18名 , 不明熱患者 4名については反覆

検査の結果 も陰性であり,叉 ブルセラと深い関連性があるといわれる(2)ホ ヂキン氏病,細網肉腫患者から

も陽性例は見出せなかった。 (表 1)

動物 :牛では124例中陽性 2例 (1.6%)疑似 2例 (1.6%)で,馬では118例中陽性 1例 (0.8%),疑似

4例 (3.3%),豚 188例中陽性例はなく,疑似が 2例 (1.0%),大では 188例中 2例 (1.0%)が陽性, 2

例 (1.0%)疑似であり,そ の他の動物 (山羊,羊,猫,鼠,鶏 ,コ ウモリ)では全例陰性であった。 (表 2)
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表 1  人における血清凝集反応検査成績 (国際法)

凝 集 価
対 象 検 索 数 <1:10

10 × 20 × 80 ×
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註:( )内 は陽性率を示す。

表 2  各種動物における血清凝集反応成績 (国際法)
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２
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牛
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豚

羊

犬

猫

鼠
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<1

10

8

(6.4)
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7
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3

(5。 0)

3

(1。 5)

1:20

2

(1.6)
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2

(1.0)

1 : 40

2

(1.6)
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コ ウ モ リ
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7
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53
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7
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(93.9)

2

(100)

3

(2。 9)

37

(4。 3)

一
　

一
　

１０

Ｌ

2

(100)

(0。 5)

註:( )内 は陽性率を示す。
0病 原 分 離
ホヂキン氏病屍体の牌,淋巴節からの培養法,動物接種法共病原菌の分離は陰性であり,叉ブルセラ症
容疑患者24名 ,不明熱患者 8名の血液或は尿からの菌分離 も不成功に終った。
む  す  び
昭和31年 6月 以来 2年 6月 間,人ならびに各種動物について,国際法による血清凝集反応を行った結果
は現在の当地方における

°ブルセラの汚染度が極めて低率であることを示したが,最近本症の濃厚汚染地 (
米国,濠州,ニ ュージランド等)か ら年々多数の乳牛が導入されており,将来本症の汚染度が高まること
も容易に想像されるので,今後 も本症の検索を続行 し,汚染状況の推移を追求 してゆく予定である。

文    献
(1)大 塚,中西:公衆衛生,12:40～42,昭 27.
(2)青 木:日本血液学討議会報告,6:197～227,昭 28。

一　

一

一　

一

一　

一
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4。 レプ トスピラの凍結乾燥に関する研究 (予報 )

大 塚  悟・真 子 憲 治

レプトスピラ (「 レ」と略)の保存には一般に培養による継代が用いられているが,培養継代の場合の

大きな欠点は病原性の消失であり,病原性を維持してゆくためには,動物継代にたよらぎるをえない現状
である。叉培養継代中,雑菌の混入等による菌の死滅をきたすことなどの欠点があるため,培養継代に代
る種々の保存方法が試みられて来た。 即 ち凍結保存では,StaVitSky(1945)(5),Weiman&McAllister
(1947)(6),shigekawa&stOcktOn(1955)(1)等 の報告があり,叉乾燥による保存では,Hindle(1934)(3)
の水「 レ」についての簡単な報告と Annear(1956,1958)(1)(9)の 報告があるが,い ずれの方法によっても

設備,操作等の点に難点が認められる。凍結乾燥による保存法がより実用的であることは周知の通りであ

るが,「 レ」の凍結乾燥に成功したという報告は見当らない様である。 私共は1956年 5月以来「レ」の凍
結乾燥について,媒液の改良と種々の角度から実験を行って来たが,今回,細菌の凍結乾燥と略々同様の

方法で「 レ」の凍結乾燥に成功したので,保存についての実験期間は短いが, とりあえず現在までの成績

について報告する。

実験材料ならびに実験方法

供試菌株は主として,Lo canicOla(H.UtrechtIV),Lo icterohaemorrhagiae(ヮ ィル,R.90(鼠系,
当所で分離),三河島,TR-1),L.andaman A(Andaman CHll)を 用い, その他沖縄,秋疫 A,B,Cを

も用いた。凍結乾燥機は徳田製作所 BCL-20型を使用した。

菌液の作り方 :(a)10%家兎血清加 Korthof培地に 28°C6～ 14日 間培養後 6,000～ 7,000ro po m.lo
～15分又は 3,000～ 4,000r.p.m。 20～30分遠沈後「レ」沈査を原培養液の約 1/20～ 1ノ 30量 のKorthof

基液又は媒液に浮遊 させる。 (ラ イツ, 対眼 5×対物 1/12で, 1視野200～ 400匹 )。 (b)10%家兎血清加
Korth9f培地に 28° C7～ 12日 間培養 した「 レ」培養液 (1視野40匹以上。)
媒 液 :(1)PeptOne+StarCh(MA)系 -5～ 6%PeptOne(Witte)+約 0.5%Starch(Merck)+約 10%

Glucose(Merck)十 約 0。 1%ι ―aSCOrbiC aCid(島久 ),(2)PeptOne+Gelatin(MB)系 -5～ 6%Peptё ne

(Witte)+0.5～ 1。 0%Gelatin(Merck)十 約 10%Glucose(Merck)十 約 0・ 1%み aSCOrbiC aCid(島久 )で ,

Glucoseの代 りに SaCCharOSe(Merck)又 は Lactose(和光)も 用いうる。 以上の媒液は PH7.0～ 7.4
100°C20分 3日 間滅菌後使用する。

凍結乾燥の方法 :(1)媒液 (0.2～ 1。 Oml)を凍結乾燥し, これに菌液 (0.2～ 1.Oml)を加え,溶解後

再び凍結乾燥を行 う。(2)媒液 (0.2～ 0.5ml)と 菌液 (0.2～ 0.5ml)と を等量混和後凍結乾燥する。 (3)

遠沈した「レ」を媒液 (0.2～ 1.Oml)に直接浮遊させ凍結乾燥を行 う。尚予備凍結は ドライアイス・アセ

トンで行い,終末乾燥は lo‐6mmHg程度 (4～ 5時間)で終了している。
還元培養法 :ア ンプレからの還元培養は10%家兎清加 Korthof変法培地(Korthofよ りPeptOn除外)
0.6～ 0。 7mlを注入溶解後,そ の O.2～0.3ml宛を同培地 2本 (約 6 CC)へ移植し,28° Clヵ月間培養観

察する。

実 験 成 績

1) 媒液についての検討 (表 1, 2)
1956年 5月 以来現在まで細菌等の凍結乾燥に優れているといわれている蛋自類,ア ミノ酸,糖類,多糖

類その他 Annearの媒液 (1)等色々の媒液について単独に或は種々組合せて, それ どれ 3回宛実験を繰返

したが,いずれも凍結乾燥は不成功に終った。 ところがたまたま Annearの媒液からヒントをえて組合
せた媒液で,は じめて成功したので,更に検討を加え,前記媒液を作成するに至った。しかし現在までの

ところ媒液の種類による優劣は認められない。
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表 1  レプトスピラの凍結乾燥に実験した媒液の種類と成績 (1956～ 1958)

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一　
　
一
　

一
　

一　
　
一
　

一　
　
一

媒液の種類 (1種類 ) 成績 媒液の種類 (2種類 ) 成績 媒液の種類 (3種類 ) 成績

Saccharose    (5～ 10%)

Lactose    (5～ 10%)

Glucose    (5～ 10%)

Starch          (1～ 5%)

Dextrin     (1～ 5%)

Gelatin     (1～ 6%)

脱       月旨       乳

血清 (兎 ,馬 ,牛 ,モルモット)

新    培    地

ブ   イ   ヨ   ン

肝 浸 出 液

Korthof     培:  地

Peptcne     (3～ 6%)

Gelatin(6%)十 Sacch(10%)

″   十 脱 脂 乳
″  十 馬 血 清
ク   」― 肝浸出液

馬 血 清 十 Sacch.(10%)

ク   +Starch(1～ 3%)

脱 脂 乳 十 馬血清 (1:1)

ク  十ブイヨン(1:1)
ク  十 Sacch。 (lo%)

Sacch。 (5%)十 肝浸 出液

″   +Starch(3%)

ク   +Korthof培 地

( Gelati n(\.-.So7r1
iflH HF +L
r Saccharose (5%)

( Peptone(6/s)
{ Starch(0. 5%)
IflH EA PL

t Peptone(6/6)
Starch (o.5%)
Glucose (rO%)

十

) lStarch(0. 5%)

註: 1) 使用菌株は L.canicola(H.UtrechtIV)
2)還 元培地は10%家兎血清加 Korthof培地

表 2 媒 液 の 検 討 (Andcmm CH‖ )
Lept.浮遊液 (300/1F)における実験

菌  量 保    存 日 数  (氷 室)
媒 液

M  A   l

M  A  2

M  A. 3

M  IB1   1

(CC) 直 後

0.2
0。 4

0。 2

0.4

0.2
0.4

60

十
十

十
十

十
十

十
十

30

＃
十

十
十

10

十
十

十
十

十
十

冊
十

＝
十

＝
十

2.Lept.培養液 (50～60/1F)における実験

0.2
0。 4

＝
十

十
十

十
十

十
＃

十
十

十
十

十
十

十
十

十
＃

＋
十

十
十

十
十

M  A.  1

M:  A  2

A

M  B  l

1)培養後 5～ 6日 目の成績である。
2)ω :7～ 12日後に認められる。
土:数視野に 1～ 3匹 十: 1視野に 1～ 10匹 十:11～ 20匹 ‖:21匹～

上
十

ω

＋

上
十

＋
十

＋
十

＋
十

＋
十

＋
十

＋
十

＋
十

十
十

＋
十

十
十

＋
十

上
十

＋
十

0。

0。

0.3
0.5

＋
十

＋
十

＋
十

＋
十
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なお V.C.(〃―Ascorbic acid)を 0.1%に加 えたのは Andaman CHllの実験で PeptOne(5～ 6%)
のみを媒液 とした場合は「 レ」の発育が殆ん ど認められないのに, V.C.を 添加 した ものでは, 5～ 8
日後に「 レ」の発育が認められた事実か ら「 レ」の生存に好影響を及ぼす ものであろ うとして添加するこ

とにしたのである。 なお PeptOneの種類では Witteが 最 もよ く, Difcoの Proteose Peptone, Poly
peptOneは Witteよ りや や 劣 る よ うで あ る。 BaCtO― TryptOSe(Difco)も 使 用 し うるが , この場 合 StarCh

を 1%に増量する必要がある。
2) 「 レ」の発育状況 (表 3, 4)
各種「 レ」株について,還元培養後その発育状況を逐日的に追求 したところ,菌株によりその発育に難

易性が認められるようである。Andaman CHllでは, 培養 1日 後から正常形が認められ, 4～ 6日後に

表 3 凍結乾燥 レプトスピラの発育状況    
は肉眼的に |~レ」の発育が認められるようになり,

(氷室 1日保存)          対照と略々同程度まで増殖する。TR-1,Utrecht,三

方法 :2

菌量 :OL
(309′ζF〕

河島,R.90では CHllよ り4～ 6日発育が遅れる
ようであるの秋疫 A,B,C, 沖縄では,UtreChtと

略々同様の発育状況を示すようである。叉還元培地

は Korthof培地より変法培地の方が,「 レ」 の発

育状況等において,は るかに優っていることを認め

たので,変法培地を使用することとした。
3) 病原性の検討 (表 5)
強毒株 R.90,三河島株の還元培養を行い,「 レ」
の発育が認められた場合,150～ 200gの「モルモッ

ト」の腹腔内へ 2ml接種すると, 6～ 7日 後定型

１
視
野
中
の
ｒ
Ｌ

教

△Utrech

培 養 日 数―

的症状 (黄疸,出血)の もとに死亡する (対照と同様 )。  叉この死亡した「モルモット」の肝乳剤を次代
「モルモット」へ接種 しても同様な経過を辿るので,病原性の変化は現在までのところ認められないし,

媒液の種類による差異 も認められない。

表 4    還 元 培 地 の 検 討

培    地

変    法
コ ル ト フ

移 量

ｃ＞

植
培   養   日  数    |

認 め ず 検  出 率

100

65.6

註 : 1・ 使用菌株は UtreCht IV

3.培養温度は28° C

表 5      病

10 11  ～   15 16  ～  30

23

15

原

2。 凍結乾燥後 1～ 30日保存のものを培養

4。 観察期間は30日間

性  の  検  討

0。 25

0.25

23

10

菌 量

(∝ )

0。 4

0。 4

0.4

方 法
保   存   日   数  (氷室 )

菌   株 培養日数 媒 液

MAl

MAl

MBl

60 日

三

　

河

　

島

R.90

＋

十

＋

十

＋

・

・
　

＋
　
＋

・
　

十
　
十

・
　

十
　
＋

十
　
十
　
＋

|

| |

15 日 30 日1  日直 後 |

７

０

０

０

０

２

MAl

MAl

MA2

MA3
MBl
MBl

0.5

0。 3

0.3

0.3

0.3

＋
　
十
　
‐す
　
＋

十

十

十

＋

+ 十

十

培養液
(0.5)
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4) 血清学的性状の検討
Schuffner_Mochtar反 応での血清学的性状の検討では,原菌株との間に変化は認められない。
5)保 存方法の検討 (表 6)
現在まで (約 120日 経過)氷室, 室温による保存方法の差は認められない。

表 6  凍結乾燥 レプトスピラ株の保存成績

菌株名

Utrecht

ワイル

80 日 90 日

4° CR 4° CR

100 日 120日

4° CR 4° CR

十  十

十  十

Ａ
　
Ｂ
　
Ａ

Ｍ
　
Ｍ
　
Ｍ

0。 1

0。 2

0.3

0。 3

0。 4

0.4

0.4

MA

MA

MA

MAl

MBl
MAl

RI A l

十

+

十

‐す

+

+

+

+

十
　
十

＋
　
十

＋
　
十

＋
　
＋

十

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

十
　
十
　
＋

＋
　
‐Ｔ
　
十

＋
　
十

十
　
十

＋
　
十
　
十

十
　
十
　
十

+ 十

Ｒ

Ｃ

∞
　
ｃｔ．

島
ｔ
・

河
ｉｃ

三
Ｌ

＋

十

十

＋

十

十

＋

＋

＋
　
十
　
■

＋
　
＋
　
十

■′IA + 十 1

+

+

+

十

+

+

|+ +

十  +

十  +

十  +

十  +TR-1

沖 縄 10 MAl

七日熱  10e3

秋疫A MAl

秋疫C 0.3 10 1 MAl

CH ll 10.3 8 1 MAl

MAl

+

十

2 + +  ―卜 +

註 :R:室 温
R′IA:PeptOne+StarCh+GluCOSe MAl:MA+0。 1%V.C.

MBl:PeptOne+Gelatin+GluCOSe+0.1%V.C.

む  す  び
細菌と略々同様の操作で「レ」の凍結乾燥に成功し,長期保存の可能性も示唆されるが,実験期間の短
い点,基礎的面において尚不充分な点も多いので,今後これらの点について検討を行う予定である。

終りにレプトスピラ株の御分譲に尽力していただいた予研北岡正見部長,農林省家畜衛生試験場梁川良技官に深謝

する。
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菌量

(∝ )

培養

日数
媒 液 方 法

1

43

日  30 日

CR 4° CR 4° CR 4CC R

60 日 日

0.2

0。 25

0。 3

0.5

13

11

10

7

MA
MA
MAl

MAl

十

十

十

十

＋

十

十

十

十

十

＋

十

十

十

十

十

+ 十

十
　
＋

十
　
十

+ 十

十
　
十

十
　
十

+ 十

十  十

0.3 10 + 十

|

S
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V研 修 概 況

A.指 導 講 習 並 に 受 講

1 昭和33年 3月 19日 ,自 作スライド講習会に受講 (高橋克巳,太田1寿,西見保之,中村幸男,武原雄平)
2 昭和33年 3月 26,27日 JIS工業用水試験法講習会に受講 (森彬)
3 昭和33年 2月 14～ 22日 ,食品衛生管理者資格認定講習会に於て講義 (真子憲治,坂本さつき,高橋克
巳,太田寿,中村幸男)

4 昭和33年 4月 14,15日 33年度結核実態調査細菌技術者の受講 (武原雄平)
5 昭和33年 4月 15日 ,陸上自衛隊第10.施設大隊15名 に水質検査持に毒物検査について講義 (森彬)
6 昭和33年 5月 7日  粕屋郡水道組合において四エチル鉛食品及び一般水について講話 (脇元作郎)
7 昭和33年 10月 1～ 3日 ,厚生省公衆衛生局環境衛生部養品衛生課主催,食品衛生特殊技術講習会に受
講 (中西恭生)

8 昭和33年 10月 1～ 15日 ,新入職員の研修会にて研修 (松本久男)
9 昭和33年 10月 20～ 24日 ,厚生省主催,薬事関係試験に関する講習会にて受講 (松本久男)
10 昭和33年 11月 21日 ,薬事関係試験に関する伝達講習 t松本久男)

B。 衛 生 研 究 所 技 術 報 告 会

1 昭和32年 1月 31日 (第 15回 )
燒虫症について

2 昭和33年 2月 10日 (第 16回 )
食用色素について

3 昭和33年31日 (第 17回 )
福岡県における食中毒の概況

4 昭和33年 4月 28日 (第 18回 )

黄色菌について

5 昭和33年 5月 30日 (第 19回 )

温泉中析法について

6 昭和33年 6月 30日 (第 20回 )
公害検査について

7 昭和33年 11月 28日 (第 21回 )
TranSfOr】鰯就iOn に つ́いて

8 昭和33年 12月 25日 (第 22回 )
デフテ リアの予防

衛生生物課  高  橋  課  長

化学試験課  太  田  課  長

衛生生物課  中 西 研 究 員

細菌検査課  坂  本  課  長

化学試験課  中 村 俊 夫 研 究 員

化学試験課  協  元  作  郎

細菌検査課  武 原 研 究 員

真 子 所 長

C。 発 表 業 績 覧

1。 学 会 発 表

1) 患者より分離した抗生物質高濃度に耐性を示す赤痢菌に関する研究 (Ⅱ )
真 子 憲 治,坂 本 さ つ き,武 原 雄 平。



一-68-―

日本細菌学会 (岡山,昭和33年 4月 )
2)犬 のレプ トスピラ症に関する研究
第 3報 L.canicolaに よる黄疸型の 1例と仔犬接種家験

大 塚   悟。
第45回 日本獣医学会 (東京,昭和33年 4月 )
3) オレンジジュース中のビタミンC安定度について

中 村 幸 男。
福岡県衛生部職員研究発表会 (福岡市,昭和83年 3月 )
4) デフテリア菌異染小体の一新簡易染色法

真 子 憲 治,高 橋 克 巳。

福岡県衛生部職員研究発表会 (福岡市,昭和34年 3月 )
5) 燒虫症に関する研究,第 1報,主 として焼虫卵検査法の技術的諸問題について

高 橋 克 巳,野 田 英 世,文 屋 ハ ル エ。
福岡県衛生部職員研究発表会 (福岡市,昭和33年 3月 )
6) 昭和32年秋福岡県下に流行せるインフルエンザの臨床的血清学的ウイルス学的観察

坂 本 さ つ き,西 見 保 之。

福岡県衛生部職員研究発表会 (福岡市 へ昭和33年 3月 )

7)人 から分離せる黄色色素を産生する抗酸性菌について
坂 本 さ つ き, 武 原 雄 平,武 井 守 正。

福岡県衛生部職員研究発表会 (福岡市,昭和33年 3月 )
8) デフテリア菌異染小体の一新同時染色法

真 子 憲 治,高 橋 克 巳。

日本伝染病学会九州地方会 (福岡市,昭和33年 6)

9) 九州地方におけるブルセラ症の分布調査
大 塚   悟。

日本伝染病学会九州地方会 (福岡市,昭和33年 6)
10) 銅の比色法による還元糖の定量について

中 村 幸 男。
九州薬学会 (佐賀市,昭和33年 10月 )

11)赤 痢耐性問題の疫学的意義
真 子 憲 治,坂 本 さ つ き,武 原 雄 平。

日本公衆衛生学会 (福岡市,昭和33年 10月 )
12)赤 痢菌の型転換について

真 子 憲 治,坂 本 さ つ き,武 原 雄 平。

第22回九大細菌学教室集談会 (福岡市,昭和33年 12月 )

2.誌  上  発  表

1)福 岡県におけるレプトスピラ症の分布調査
(Ⅱ )ネ ズミ族のレプ トスピラ保有状況

真子憲治, 大塚 悟, 辻川宏一, 西川成之, 植田貞三。
医学と生物学 Vol.46,No.5, 24～ 26。 昭和33年

2) 南福岡地区汚染の現況について (四 エチル鉛による浄水汚染の問題 )

真 子 憲 治,脇 元 作 郎。

福岡医学雑誌 Vol.49,NO。 1,11～ 13 昭和33年
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3)筑 豊炭田特に福岡県嘉穂郡吉隈炭坑及びその附近におけるレプ トスピラの分布調査について
辻 月1 宏 一。
福岡医学雑誌 Vol.49,No.2, 454～ 473 昭和33年

4)患 者より分離 した抗生物質高濃度に耐性を示す赤痢菌に類する研究 (第 1報特にアミノ酸要求につ
いて)坂 本 さ つ き, 武 原 雄 平, 田 崎  晃。

東京医事新報 Vol.75,No.6, 327～ 330.昭和33年

5) 結核菌菌株及び培地成分とツベルクリン産生 との関係 (第 4報 )
武 原 雄 平。
福岡医学雑誌 Vol.49,No.10, 2538～ 2543 昭和33年

6) 結核菌々株及び培地成分とツベルクリン産生との関係 (第 5報 )
武 原 雄 平。
福岡医学雑誌 Vol.49,NO。 10, 2544～ 2551,

ヂフテリア菌の一新同時染色法

真 子 憲 治, 高
日本伝染病学会雑誌 VI 昭和33年
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技師補

主 事

主事補

用務員

技師補

技 師

森 本 昌 宏
友 納   新
山 口   昭
小 西 二 重 子

市 川 荘 次 郎

常 盤   寛
松 本 久 男

附  所内人事異動及び職員名簿

(化学試験課 )

(庶 務 課 )
(庶 務 課 )
(庶 務 課 )
(細 菌 課 )
(細 菌 課 )
(化学試験課 )

(昭和33年 1月 ～12月 )

1月 1日 付新規採用

3月 16日付保健婦養成所より転任

3月 16日付県立楼町病院へ転出

3月 16日付粕屋保健所へ転出

4月 30日付退職

6月 1日 付新規採用

6月 5日 付新規採用

職 員 名 簿

氏   名 尤
壬

ヨ 所属(課)別
|

職 1氏  名 |`職

所    長

庶 務 課 長

細 菌 課 長

衛生生物課長

化学試験課長

主    事

技師 研究員

技    師

主 補

真子 憲治

原  義正

坂本さつき

高橋 克巳

大田  寿

友納  新

中村 俊夫

中西 恭生

西見 保之

森   彬

野田 英世

佐藤 春江

松本 久男

藤  書夫

清原 信子

船越 トモ子

脇元 作郎

梶原 ツタ

文屋ハルエ

自水 立夫

勝田 幸枝

石田 キシ

重松 照子

井手 政子

西島 清乃

森本 昌宏

武井 守正

中上 澄子

常盤  寛

小串 寿明

前田一二郎

永田  満

武内いま子

羽根義太郎

所属(課)別

11。  1
化学試験課技  師 補
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衛生用務員

用  務  員

4.25

30. 8.11
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33. 3.16

25. 3. 8

24.10. 1

24.10. 1

24.10。  1

2斗。10。  1

2斗。1(). 1

31. 8. 1

30。  9。  1

24.10。  1

33. 6. 5

27. 4. 1

30. 4. 1

25. 4.24

庶 務 課

細 菌 課

衛生生物課

化学試験課

庶 務 課

化学試験課

衛生生物課

細 菌 課

衛生生物課

化学試験課

細 菌 課

化学試験課

衛生生物課

ク

化学試験課

庶 務 課
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24.10。  1

24。 10. 1

24。 10. 1

24。 10。  1

24。 10. 1

25.11.3()

24.10. 1

33. 1. 1

30。  1. 1

29. 7. 1

33. 6. 1

30。 12.16

24。 10. 1

32. 1. 1

32.10. 1

51.11.16

衛生生物課

化学試験課

細 菌 課

化学試験課

衛生生物課

化学試験課
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(昭和33年 12月現在)
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編 集 後 記
i

当所報も本号で所謂ラッキー7を迎えた訳で,人間ならさしずめ学令期と云う処。誕生以来の成長ぶりを振り返つ

てみると,検査業務も調査研究事項も年々増加の傾向にある事は,遅々としてではあるが研究所の成育を物語るもの

であろう。昭和34年 10月 は,当研究所の発足10週年に当るので,記念特集所報の発刊を予定している。

本号より調査研究事項には,論文によては主要参考文献を附する事にした。之は掲載論文が概ね抄録形式をとつて

いるので,原著を見る機会のない方々への便宜を慮つての事である。            (高 橋記)
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